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録
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長
崎
医
学
略
年
表
永
禄
一
〇
年
（
一
五
六
七
）
元
亀
二
年
（
一
五
七
一
）
天
正
八
年
（
一
五
八
O
）
天
正
二
年
（
一
五
八
三
）
寛
永
二
年
（
一
六
三
四
）
〃
　
一
五
年
（
一
六
三
八
）
〃
　
一
六
年
（
一
六
三
九
）
ク
　
一
八
年
（
一
六
四
一
）
正
保
三
年
（
一
六
四
六
）
慶
安
二
年
（
一
六
四
九
）
〃承〃
　応
年年年
（　（　（
ノペ　ノペ　オペ
五五五
四三〇
）　）　）
〃寛
　　文
年年
（　　（
ノ、　ノ、
■、　ノ、
）　　）
い
E
の
U
巴
目
巴
量
長
崎
地
方
に
布
教
、
翌
年
ま
で
滞
在
。
大
村
純
忠
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
に
長
崎
を
開
港
し
、
六
町
建
を
行
な
う
。
長
崎
、
イ
エ
ズ
ス
会
領
と
な
り
〔
そ
の
後
、
天
正
一
五
年
（
一
五
八
七
〕
ま
で
）
、
南
蛮
医
学
全
盛
期
と
な
っ
た
。
ミ
ゼ
リ
コ
ル
デ
ィ
ア
、
長
崎
に
設
立
さ
れ
る
。
長
崎
の
出
島
、
起
工
さ
る
。
幕
府
、
島
原
の
乱
に
鑑
み
、
天
主
教
の
禁
を
厳
し
く
し
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
と
の
貿
易
を
禁
じ
、
追
放
す
る
。
幕
府
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の
入
国
を
禁
じ
、
オ
ラ
ン
ダ
以
外
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
と
の
通
商
を
禁
ず
。
平
戸
の
オ
ラ
ン
ダ
商
館
を
長
崎
の
出
島
に
移
し
、
オ
ラ
ン
ダ
医
学
全
盛
期
に
入
る
。
蘭
館
医
甘
旨
㌶
雪
＝
彊。
ω
，
。。
＆
お
げ
　
寛
永
年
中
、
長
崎
の
広
瀬
九
左
衛
門
藤
原
泰
心
、
南
蛮
紅
毛
流
の
外
科
器
械
を
製
作
。
蘭
館
医
の
他
、
一
・
二
名
の
オ
ラ
ン
ダ
人
が
通
詞
の
案
内
に
よ
り
町
に
出
、
薬
草
採
集
を
許
さ
れ
る
。
蘭
館
医
ζ
魯
巳
冨
9
0
拐
睾
オ
ラ
ン
ダ
特
派
大
使
の
江
戸
参
府
に
、
医
官
O
拐
℃
畦
ω
。
富
ヨ
冨
お
雪
随
行
。
十
ヶ
月
、
江
戸
に
滞
留
。
日
本
人
四
名
、
医
術
伝
習
の
た
め
、
出
島
オ
ラ
ン
ダ
商
館
に
出
入
を
許
さ
れ
る
。
蘭
館
医
頃
＆
旨
き
蘭
館
医
鵠
彗
ω
冒
彗
ω
二
σ
ぎ
（
冒
p
望
一
需
蜀
）
向
井
元
升
、
通
詞
を
介
し
、
蘭
方
医
を
伝
習
し
、
”
紅
毛
流
外
科
秘
要
”
を
撰
述
。
蘭
館
医
ざ
富
ロ
名
茸
の
9
蘭
館
医
≧
B
器
の
内
象
N
（
瓢
震
目
彗
霧
民
鋤
言
）
判
田
甫
安
（
後
に
嵐
山
姓
）
、
就
学
。
蘭
館
医
U
き
芭
切
毒
げ
（
U
き
き
一
団
拐
。
げ
）
陣
＝
段
日
彗
拐
≦
ω
畠
巽
一1一
附
　
　
録
　
四
長
崎
医
学
略
年
表
〃〃寛
　　文
六
年
（
一
六
六
六
）
七
年
（
一
六
六
七
）
八
年
（
一
六
六
八
）
〃
　
一
二
年
（
一
六
七
二
）
延
宝
一
年
（
一
六
七
三
）
天
和
二
年
（
一
六
八
二
）
元〃貞
禄享
二
年
（
一
六
八
五
）
三
年
（
一
六
八
六
）
一
年
（
一
六
八
八
）
〃
　
三
年
（
一
六
九
〇
）
〃
　
四
年
（
一
六
九
一
）
〃
　
一
五
年
（
一
七
〇
二
）
宝
永
三
年
（
一
七
〇
六
）
享
保
一
年
（
一
七
一
六
）
〃
　
五
年
（
一
七
二
〇
）
〃
　
七
年
（
一
七
二
二
）
クク〃
六四二
年年年
（　（　（
七七七
一九七
）　）　）
蘭
館
医
勺
巴
菖
帥
O
o
彗
Φ
房
留
霊
＜
R
　
杉
本
忠
恵
、
幕
府
医
官
と
な
る
。
蘭
館
医
＞
ヨ
o
匡
9
器
ぐ
瀬
尾
昌
琢
、
就
学
、
　
μ
外
科
心
鏡
集
”
を
撰
出
。
西
玄
甫
、
出
島
オ
ラ
ン
ダ
商
館
長
よ
り
医
術
証
明
書
を
受
く
。
三
月
、
幕
府
は
絹
綿
織
物
・
薬
剤
に
供
し
な
い
動
植
物
・
唐
木
・
珊
瑚
等
の
輸
入
を
禁
止
。
蘭
館
医
ω
富
く
窪
蘭
館
医
名
ヨ
o
ヨ
一
窪
園
プ
嘱
器
　
西
玄
甫
、
幕
府
医
官
と
な
る
。
出
島
商
館
長
＞
口
α
ユ
8
Ω
逡
段
（
｝
区
器
器
9
①
巻
目
）
来
朝
。
植
物
学
・
医
学
を
よ
く
し
、
四
年
間
滞
在
、
一
三
六
〇
枚
の
日
本
植
物
図
を
製
作
。
蘭
館
医
0
8
茜
ζ
巴
2
震
蘭
館
医
》
一
σ
〇
二
9
0
彗
原
三
信
、
就
学
。
蘭
館
医
ミ
…
o
ヨ
＝
＆
ヨ
彗
楢
林
鎮
山
、
就
学
、
楢
林
流
外
科
の
祖
と
な
る
。
鎮
山
、
“
外
科
諸
伎
術
書
”
を
訳
述
。
蘭
館
医
国
口
o
q
①
一
σ
o
旨
国
似
ヨ
冨
g
　
来
朝
、
翌
年
、
江
戸
参
府
。
栗
崎
正
羽
、
吉
田
自
庵
、
村
山
自
伯
等
、
幕
府
医
官
と
な
る
。
蘭
館
医
空
9
g
訳
0
9
巴
0
9
楢
林
鎮
山
、
。
紅
毛
外
科
宗
伝
”
を
撰
了
。
蘭
館
医
巧
…
o
菖
巧
譜
o
B
き
の
長
崎
に
舶
載
す
る
洋
書
中
、
キ
リ
ス
ト
教
に
関
し
な
い
も
の
の
購
読
を
許
可
。
蘭
館
医
ミ
≡
Φ
目
内
讐
巴
9
」
碧
　
徳
川
吉
宗
、
通
詞
を
介
し
、
　
》
ヨ
σ
3
一
器
霊
詠
の
外
科
書
に
つ
き
質
し
、
ω
a
9
塁
霧
些
彗
冨
貰
け
の
外
科
書
を
購
入
。
蘭
館
医
U
g
」
＜
置
U
ユ
夷
ヨ
m
言
蘭
館
医
頃
貰
ぎ
二
国
括
お
蘭
館
医
＝
o
且
ユ
屏
↓
ぎ
ヨ
冨
8
一2一
・
元
文
一
年
（
一
七
三
六
）
寛
保
一
年
（
一
七
四
一
）
延
享
一
年
（
一
七
四
四
）
〃
　
五
年
（
一
七
四
八
）
寛
延
一
年
（
一
八
四
八
）
宝
暦
八
年
（
一
七
五
八
）
〃
　
九
年
（
一
七
五
九
）
〃
　
一
〇
年
（
一
七
六
〇
）
〃
　
一
二
年
（
一
七
六
二
）
〃
　
コ
ニ
年
（
一
七
六
三
）
明
和
一
年
（
一
七
六
四
）
〃
　
二
年
（
一
七
六
五
）
〃
　
三
年
（
一
七
六
六
）
〃安〃〃
　永
五
年
（
一
七
六
八
）
八
年
（
一
七
七
一
）
二
年
（
一
七
七
三
）
四
年
（
一
七
七
五
）
天
明
四
年
（
一
七
八
四
）
〃
　
五
年
（
一
七
八
五
）
寛
政
四
年
（
一
七
九
二
）
附
　
　
録
四
幕
府
、
長
崎
奉
行
に
命
じ
、
サ
ボ
ン
（
石
鹸
）
製
法
を
伝
習
せ
し
む
。
蘭
館
医
句
…
署
（
℃
匡
嵩
署
）
空
9
0
目
ζ
拐
o
巳
島
清
人
、
李
仁
山
、
長
崎
に
来
、
人
痘
種
痘
法
を
伝
う
。
オ
ラ
ン
ダ
通
詞
の
蘭
書
読
解
を
奨
励
す
る
。
蘭
館
医
U
節
＜
一
α
両
奉
お
（
国
＜
g
鼠
）
蘭
館
医
O
。
旨
巴
冨
ω
。
お
富
一
日
彗
蘭
館
医
0
8
お
園
且
o
こ
田
5
【
オ
ラ
ソ
ダ
外
科
医
ホ
ウ
ル
、
来
朝
。
吉
雄
耕
牛
、
長
崎
の
甚
太
郎
に
カ
テ
ー
テ
ル
を
摸
造
せ
し
め
る
。
オ
ラ
ン
ダ
外
科
医
O
o
ヨ
。
房
ゆ
0
3
冨
言
彗
　
来
朝
、
江
戸
参
府
。
オ
ラ
ン
ダ
外
科
医
ホ
γ
ト
ノ
ー
、
来
朝
。
平
賀
源
内
、
江
戸
参
府
中
の
吉
雄
耕
牛
に
就
学
。
蘭
館
医
》
旨
。
ξ
＜
器
≡
窪
名
S
匡
冨
o
そ
の
江
戸
参
府
中
、
前
野
良
沢
、
杉
田
玄
白
等
、
江
戸
の
長
崎
屋
に
訪
う
。
蘭
館
医
マ
彗
2
拡
盆
＝
程
什
蘭
館
医
穿
碧
ビ
ω
冒
8
σ
臣
謡
巴
＆
一
犀
前
野
良
沢
、
杉
田
玄
白
等
、
江
戸
参
府
中
の
吉
雄
耕
牛
を
訪
う
。
蘭
館
医
内
貰
一
勺
9
震
↓
ぎ
3
。
お
（
9
目
9
島
頴
部
歪
の
↓
プ
…
げ
謂
）
来
朝
、
翌
年
、
江
戸
参
府
、
そ
の
時
、
桂
川
甫
周
、
中
川
淳
庵
、
就
学
。
野
村
立
栄
、
名
古
屋
に
蘭
方
医
を
弘
め
る
。
前
野
良
沢
、
仔
和
蘭
訳
笙
”
を
著
わ
す
。
大
槻
玄
訳
、
長
崎
に
遊
学
。
宇
田
川
玄
随
、
オ
ラ
ン
ダ
の
ぢ
言
ロ
幕
ω
富
の
。
旨
9
（
5
0
。
O
l
目
8
）
の
内
科
書
よ
り
”
西
説
内
科
選
要
”
を
訳
出
。
一　3　＿
　
　
長
崎
医
学
略
年
表
寛
政
五
年
（
一
七
九
三
）
〃
　
六
年
（
一
七
九
四
）
〃
　
一
〇
年
（
一
七
九
八
）
〃
　
一
二
年
（
一
八
O
O
）
享
和
二
年
（
一
八
〇
二
）
〃
　
三
年
（
一
八
〇
三
）
文
化
二
年
（
一
八
〇
五
）
〃
　
二
年
（
一
八
一
四
）
文
政
一
年
（
一
八
一
八
）
〃〃〃〃〃
六五三
年年年
（　（　（
八八八
三二〇
）　）　）
八
年
（
一
八
二
五
）
一
年
（
一
八
二
八
）
ク天〃
　保
年年年
（　（　（
八八八
一〇九
）　）　）
大
槻
玄
沢
、
杉
田
玄
白
の
遺
志
を
つ
ぎ
“
瘍
医
新
書
”
を
完
成
。
蘭
館
医
留
旨
訂
＆
国
毘
段
　
緒
方
春
朔
に
ト
ル
コ
式
人
痘
種
痘
法
を
伝
う
。
桂
川
甫
周
、
幕
府
医
学
館
に
外
科
を
講
ず
。
甫
周
、
栗
本
瑞
見
、
渋
江
長
伯
、
大
槻
玄
沢
等
と
共
に
江
戸
参
府
中
の
区
①
＝
震
と
対
談
、
商
館
長
＝
①
日
巨
一
よ
り
人
頭
（
塑
型
）
を
貰
う
。
蘭
館
医
コ
円
ヨ
彗
（
缶
g
ヨ
き
拐
）
零
蔚
冨
吉
雄
耕
牛
、
残
す
。
江
戸
参
府
中
の
冨
冒
冨
と
大
槻
盤
水
と
対
談
。
馬
場
佐
十
郎
、
オ
ラ
ソ
ダ
商
館
長
頃
窪
身
算
U
8
頃
よ
り
牛
痘
法
を
聴
く
。
蘭
館
医
冒
富
暮
諺
寄
一
軒
①
翌
年
、
新
宮
涼
庭
、
就
学
。
蘭
館
医
浮
詳
9
（
旨
旨
匹
窪
臭
の
門
人
）
翌
年
、
杉
田
立
卿
、
＝
雪
民
の
”
眼
科
新
書
〃
を
訳
出
。
新
宮
涼
庭
、
京
に
蘭
方
医
を
弘
む
。
蘭
館
医
O
o
甚
巽
け
（
O
o
旨
5
冨
①
呂
9
叶
匡
譜
窪
杉
田
立
卿
に
ゴ
ム
カ
テ
ー
テ
ル
を
与
う
。
蘭
館
医
旨
劉
く
彗
○
く
角
日
。
巽
固
ω
畠
o
H
商
館
長
宣
ロ
O
o
鼻
鯉
。
目
ぎ
旨
　
蘭
館
医
客
詩
o
寅
器
冒
≡
お
げ
蘭
館
医
頃
寓
以
署
即
彗
N
切
巴
夢
器
の
弓
＜
8
望
3
0
匡
来
朝
、
翌
年
、
鳴
滝
に
塾
を
門
き
、
医
学
、
万
有
学
を
講
義
。
岡
研
介
、
高
野
長
英
、
戸
塚
静
海
等
、
就
学
。
ω
一
〇
9
匡
の
助
手
＝
o
ぢ
ぎ
げ
ω
驚
α
q
①
ひ
O
貰
o
ピ
ω
＝
呂
①
旨
3
＜
葺
曾
窪
＜
o
来
朝
。
江
戸
参
府
中
の
o
り
一
〇
9
匡
牛
痘
を
試
む
。
高
良
斎
、
二
宮
敬
作
、
石
井
宗
謙
、
川
原
慶
賀
等
を
伴
う
。
高
橋
景
保
、
土
生
玄
碩
等
、
ω
一
①
9
匡
事
件
に
連
坐
、
下
獄
。
伊
東
玄
朴
（
oo
一
〇
σ
〇
一
α
の
門
人
）
、
江
戸
に
蘭
方
医
を
弘
め
る
。
ω
一
〇
げ
〇
五
追
放
さ
れ
、
日
本
を
去
る
。
蘭
館
医
旨
「
＜
き
○
＜
震
3
。
巽
軍
ω
9
0
『
高
野
長
英
は
江
戸
に
、
岡
研
介
は
大
坂
に
開
業
。
戸
塚
静
海
、
外
科
を
江
戸
に
開
業
。
伊
東
玄
朴
、
鍋
島
藩
医
と
な
る
。
一4一
〃〃〃〃〃〃〃〃弘
化
〃嘉
永
〃〃〃安
政
三
年
（
一
八
三
二
）
六
年
（
一
八
三
五
）
七
年
（
一
八
三
六
）
八
年
（
一
八
三
七
）
九
年
（
一
八
三
八
）
一
〇
年
（
一
八
三
九
）
二
一
年
（
一
八
四
一
）
一
四
年
（
一
八
四
三
）
一
年
（
一
八
四
四
）
三
年
（
一
八
四
六
）
一
年
（
一
八
四
八
）
二
年
（
一
八
四
九
）
三
年
（
一
八
五
〇
）
六
年
（
一
八
五
三
）
二
年
（
一
八
五
五
）
附
　
録
伽
高
野
長
英
、
　
厚
医
源
枢
要
”
を
出
版
、
生
理
学
書
の
は
じ
め
。
伊
東
玄
朴
、
固
ω
9
＆
の
内
科
書
よ
り
”
医
療
正
始
”
を
訳
出
。
佐
藤
泰
然
、
林
洞
海
ら
長
崎
に
遊
学
。
泰
然
は
、
新
任
の
オ
ラ
ン
ダ
商
館
長
ぢ
訂
召
窃
国
段
o
≦
ぎ
冴
＆
。
ユ
屏
Z
一
。
ヨ
弩
に
就
学
め
高
良
斎
、
大
阪
に
蘭
方
眼
科
を
開
業
。
大
槻
俊
斎
、
長
崎
に
遊
学
。
佐
藤
泰
然
、
江
戸
に
開
業
。
高
良
斎
、
“
駆
徽
要
方
”
を
訳
述
。
蘭
館
医
＝
の
3
ξ
牛
痘
苗
を
齎
ら
し
、
楢
林
宗
建
、
実
地
に
試
み
た
が
、
善
感
せ
ず
。
・
新
宮
涼
庭
、
京
に
順
正
書
院
を
創
立
。
・
前
年
、
江
戸
に
帰
っ
た
大
槻
俊
斎
、
長
崎
の
高
島
秋
帆
を
介
し
て
牛
痘
苗
を
得
、
江
戸
浅
草
蔵
前
伊
勢
屋
の
児
に
接
種
、
善
感
し
た
b
佐
藤
泰
然
、
下
総
佐
倉
に
順
天
堂
を
創
立
。
商
館
長
写
く
ご
ω
ω
呂
ロ
オ
ラ
ソ
ダ
国
王
の
国
書
を
幕
府
に
呈
し
、
開
国
を
勧
め
る
。
楢
林
宗
建
、
長
崎
に
大
成
館
を
建
立
。
商
館
医
9
ε
9
旨
ζ
畠
三
冨
来
任
、
聴
診
器
を
舶
載
し
、
医
学
・
気
象
学
を
教
え
、
出
島
に
気
象
観
測
所
を
設
く
。
　
＜
ぎ
墨
製
、
牛
痘
漿
を
齎
ら
し
た
が
、
善
感
せ
ず
。
痘
苗
を
再
び
取
り
寄
せ
、
接
種
、
善
感
し
、
楢
林
宗
建
、
吉
雄
圭
斎
ら
こ
れ
を
弘
む
。
宗
建
は
”
牛
痘
沙
考
”
を
著
わ
し
た
ほ
か
に
、
佐
賀
藩
に
普
及
せ
し
め
る
。
幕
府
、
洋
書
訳
述
、
流
布
を
制
限
し
、
オ
ラ
ン
ダ
医
術
を
禁
じ
、
医
書
の
刊
行
を
も
厳
監
、
そ
の
後
、
そ
の
禁
を
緩
め
る
。
ロ
シ
ア
海
軍
提
督
汐
三
讐
冒
Φ
長
崎
に
、
ア
メ
リ
カ
海
軍
提
督
頃
賃
蔓
浦
賀
に
入
り
、
開
港
を
求
め
る
。
商
館
医
旨
国
■
く
彗
号
b
辱
。
臭
渡
来
、
医
学
・
化
学
・
物
理
学
・
測
重
・
数
学
・
石
炭
坑
・
鉄
製
造
法
な
ど
を
講
義
。
時
に
第
一
次
海
軍
伝
習
始
ま
り
、
そ
の
伝
習
所
医
官
を
兼
任
。
一5一
長
崎
医
学
略
年
表
安
政
四
年
（
一
八
五
八
）
〃
　
五
年
（
一
八
五
八
）
〃
　
六
年
（
一
八
五
九
）
万
延
一
年
（
一
八
六
〇
）
文
久
　
年
（
一
八
六
一
）
〃
　
二
年
（
一
八
六
二
）
八
月
五
日
（
9
月
2
2
日
）
、
オ
ラ
ン
ダ
海
軍
軍
医
ぢ
箒
目
窃
＝
巳
島
O
葺
冨
一
一
崇
あ
ー
o
ヨ
℃
o
く
彗
鼠
。
段
－
α
R
ぎ
〇
二
第
二
次
海
軍
伝
習
所
医
官
と
し
て
出
島
に
上
陸
。
九
月
二
六
日
（
n
月
1
2
日
）
、
長
崎
奉
行
所
西
役
所
（
現
在
の
長
崎
県
庁
所
在
地
）
内
に
お
い
て
医
学
開
講
。
松
本
良
順
、
司
馬
凌
海
ら
一
二
名
（
一
四
名
と
も
）
の
学
生
、
受
講
す
る
。
こ
の
日
を
以
て
長
崎
大
学
医
学
部
の
開
学
記
念
日
と
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
大
村
町
二
番
地
・
（
現
在
の
長
崎
地
方
裁
判
所
所
在
地
）
に
移
り
、
大
村
町
医
学
伝
習
所
と
呼
ば
る
。
評
B
需
松
本
良
順
を
介
し
、
病
院
設
立
を
要
請
し
、
翌
年
、
長
崎
奉
行
岡
部
駿
河
守
長
常
の
援
助
の
も
ど
に
幕
府
に
対
し
、
病
院
設
立
を
懇
請
。
六
月
三
〇
日
（
7
月
3
0
日
）
、
　
日
米
修
好
通
商
条
約
調
印
。
七
月
八
日
（
8
月
1
6
日
）
、
蘭
方
医
の
学
習
を
公
許
。
同
月
一
〇
日
（
8
月
1
8
日
）
、
日
蘭
修
好
通
商
条
約
締
結
。
出
島
の
オ
ラ
ン
ダ
商
館
廃
止
さ
れ
、
領
事
館
と
な
る
。
　
ω
一
〇
σ
o
匡
追
放
令
解
か
れ
る
。
こ
の
年
、
コ
レ
ラ
大
流
行
、
　
評
B
需
そ
の
治
療
に
尽
力
す
。
幕
府
、
　
ぽ
目
℃
Φ
の
建
議
を
容
れ
、
病
院
設
立
を
許
可
す
。
七
月
八
日
（
8
月
6
日
）
、
ω
一
①
σ
〇
一
α
再
渡
来
。
八
月
二
二
日
（
9
月
9
日
）
、
勺
。
ヨ
需
屍
体
解
剖
。
℃
0
3
需
の
懇
請
に
基
く
養
成
所
設
立
準
備
始
め
ら
れ
、
閏
三
月
三
日
（
4
月
2
3
日
）
、
病
院
取
建
掛
を
任
ず
。
設
計
は
切
■
P
＜
彗
↓
3
一
雪
四
月
八
目
（
5
月
2
8
日
）
、
養
成
所
と
名
称
定
ま
る
。
勺
o
ヨ
需
江
戸
に
参
府
。
九
月
よ
り
長
崎
稲
佐
に
お
い
て
遊
女
の
検
梅
施
行
。
五
月
よ
り
養
生
所
地
続
き
に
医
学
所
設
立
し
始
む
。
七
月
一
目
（
8
月
6
日
）
、
養
生
所
落
成
。
八
月
一
六
日
（
9
月
2
0
日
）
養
生
所
開
院
式
、
医
学
所
開
校
式
挙
行
。
養
生
所
規
則
制
定
。
翌
日
よ
り
診
療
開
始
。
養
生
所
教
頭
評
ヨ
需
同
所
頭
取
、
松
本
良
順
。
九
月
一
〇
目
（
1
1
月
－
日
）
、
　
勺
。
ヨ
℃
Φ
帰
国
す
る
。
門
人
は
松
本
良
順
ら
約
一
五
〇
余
名
。
一6一
〃慶元
　応治
年年年
（　（　（
八八八
ノペ ノペ　ノペ
六五四
）　）　）
〃明
治
三
年
（
一
八
六
七
）
一
年
（
一
八
六
八
）
〃
　
二
年
（
一
八
六
九
）
，
・
〃
三
年
（
一
八
七
〇
）
附
　
　
録
　
四
養
生
所
教
頭
諺
三
8
ビ
ω
即
琶
名
諺
田
鼠
二
5
と
交
代
。
緒
方
洪
哉
（
後
の
維
準
）
、
戸
塚
文
海
、
竹
内
玄
康
、
伊
東
玄
伯
（
後
の
栄
）
、
林
研
海
（
後
の
紀
）
、
長
与
専
斎
ら
約
一
〇
〇
〇
名
、
就
学
。
養
生
所
頭
取
に
八
木
称
平
、
戸
塚
文
海
、
相
良
知
安
、
高
橋
正
純
ら
相
次
い
で
就
任
。
八
月
、
分
析
究
理
所
設
立
、
同
所
教
授
名
〇
三
g
国
o
雪
鵠
＆
O
寅
鼠
ロ
鄭
招
聴
。
四
月
上
旬
、
長
崎
奉
行
服
部
左
衛
門
佐
常
純
、
養
生
所
を
精
得
館
と
改
称
。
四
月
（
5
月
）
、
O
声
訂
ヨ
蝉
着
任
。
七
丹
、
　
ρ
9
＜
窪
ζ
彗
零
9
け
来
朝
、
精
得
館
教
頭
と
な
る
σ
　
頭
取
に
竹
内
正
信
、
池
田
謙
斎
ら
相
次
い
で
就
任
。
一
〇
月
一
四
日
（
1
月
9
日
）
、
徳
川
慶
喜
、
大
政
奉
還
。
一
月
一
五
日
（
2
月
8
日
）
、
長
崎
奉
行
河
津
伊
豆
守
祐
邦
、
江
戸
へ
向
う
。
　
そ
の
後
、
池
田
謙
斎
ら
、
上
海
経
由
、
江
戸
へ
向
う
。
二
月
二
日
（
2
月
24
日
）
、
吉
雄
圭
斎
、
精
得
館
執
事
兼
俗
事
取
締
に
就
任
。
二
月
一
五
日
（
3
月
3
日
）
、
　
九
州
鎮
撫
総
督
、
沢
主
水
正
宣
嘉
、
長
崎
に
着
き
、
諸
官
公
衙
の
改
称
、
人
員
整
理
を
行
な
う
。
五
月
二
日
（
6
月
2
1
日
）
、
長
与
専
斎
、
精
得
館
学
頭
医
師
に
撰
ば
れ
る
。
八
月
上
旬
、
井
上
聞
多
（
後
の
薫
）
、
沢
宣
嘉
の
精
得
館
改
革
の
意
向
を
伝
う
。
一
〇
月
一
七
日
（
1
1
月
3
0
目
）
、
精
得
館
を
長
崎
府
医
学
校
と
改
称
、
校
長
に
長
与
専
斎
、
教
頭
に
ζ
m
口
ω
ぎ
詳
を
任
じ
、
大
学
・
小
学
の
二
科
を
設
け
、
医
学
校
規
則
、
病
院
規
則
、
薬
局
掟
な
ど
を
制
定
。
二
月
、
　
》
日
9
冒
冨
雪
8
0
0
旨
＆
二
の
0
8
二
ω
招
か
れ
、
幾
何
・
物
理
．
化
学
等
の
学
科
を
担
任
。
六
月
一
五
目
（
7
月
2
3
日
）
、
大
学
校
設
立
。
七
月
九
日
（
8
月
1
6
日
）
、
長
崎
府
が
長
崎
県
と
改
称
さ
れ
た
旨
、
長
崎
に
布
達
。
こ
の
後
、
長
崎
府
医
学
校
は
長
崎
県
病
院
医
学
校
と
改
称
。
二
月
二
八
日
（
3
月
2
9
日
）
、
長
崎
県
病
院
、
大
学
所
轄
と
な
る
。
こ
の
月
、
大
学
規
則
、
改
正
さ
る
。
一7一
ー
長
峰
医
学
略
年
表
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
〃〃〃〃〃
五
年
（
一
八
七
二
）
6
年
（
一
八
七
三
）
7
年
（
一
八
七
四
）
8
年
（
一
八
七
五
）
9
年
（
一
八
七
六
）
一
二
月
、
　
界
妻
閣
ω
。
ω
・
毒
p
い
0
2
毒
窪
奉
p
U
三
話
吾
a
o
来
朝
、
教
頭
と
な
る
。
七
月
一
八
日
（
9
月
2
日
）
、
大
学
廃
止
、
文
部
省
設
置
。
一
一
月
一
四
目
（
1
2
月
2
5
日
）
、
長
崎
県
病
院
を
文
部
省
所
管
と
し
、
翌
月
に
入
り
、
長
崎
医
学
校
と
改
称
。
　
　
　
　
　
　
　
一
二
月
五
日
（
87
年
－
月
1
4
日
）
、
　
坂
井
直
常
、
欧
米
視
察
に
赴
い
た
長
与
専
斎
の
後
任
校
長
と
し
て
長
崎
出
張
　
　
　
　
　
　
1
を
命
ぜ
ら
る
。
八
月
三
日
（
9
月
5
日
）
、
学
制
頒
布
。
八
大
学
区
制
。
同
月
一
八
日
（
9
月
2
0
目
）
付
、
文
部
省
布
達
、
第
一
九
号
を
以
て
、
長
崎
医
学
校
を
第
六
大
学
区
竪
学
校
と
改
称
。
1
月
2
8
日
、
　
0
8
二
｝
薬
品
取
締
を
長
崎
県
に
要
請
。
4
月
1
0
日
、
八
大
学
区
を
七
大
学
区
に
改
め
、
第
五
大
学
区
竪
学
校
と
改
称
。
前
年
よ
り
相
次
い
で
、
人
ω
ぎ
日
。
霧
レ
》
、
器
唱
窪
ら
を
雇
い
、
ド
イ
ツ
語
、
ラ
テ
ソ
語
を
教
授
。
5
月
、
第
五
大
学
区
盤
学
校
を
長
崎
医
学
校
と
改
称
。
8
月
2
7
日
、
長
谷
川
泰
、
長
崎
医
学
校
長
に
就
任
、
7
月
2
8
日
、
着
任
。
10
月
1
2
日
、
征
台
の
役
に
当
り
、
長
崎
病
院
を
公
兵
員
病
院
と
す
べ
く
、
学
校
に
転
学
、
長
谷
川
泰
を
被
免
。
11
月
1
日
、
長
崎
医
学
校
及
び
病
院
は
蕃
地
事
務
（
支
）
局
病
院
と
な
る
。
4
月
3
1
日
、
征
台
の
役
の
終
結
に
よ
り
蕃
地
事
務
（
支
）
局
病
院
、
長
崎
県
の
所
轄
に
入
り
、
院
に
引
続
き
勤
務
を
命
ぜ
ら
る
。
5
月
－
日
、
　
ピ
o
窪
名
窪
県
令
に
約
定
書
を
送
る
。
5
月
M
日
、
吉
田
健
康
、
長
崎
病
院
長
と
な
る
。
　
こ
の
こ
ろ
よ
り
長
崎
医
学
再
興
の
議
が
起
り
、
（
三
年
間
）
を
受
け
る
こ
と
を
決
定
。
3
月
2
8
日
、
長
崎
県
令
宮
川
房
之
、
6
月
9
日
、
長
崎
県
よ
り
各
区
々
戸
長
に
宛
て
、
撰
択
生
の
届
出
を
示
達
。
同
月
1
3
日
、
に
任
ず
。
フ
ロ
シ
ア
長
崎
医
学
校
を
廃
止
。
学
生
は
東
京
医
吉
田
健
康
、
同
病
政
府
の
補
助
長
崎
病
院
内
に
医
学
場
を
設
立
す
る
こ
と
を
示
達
（
乙
第
七
八
号
達
）
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
田
健
康
を
医
学
場
長
一8一
〃〃〃〃〃〃
10
年
（
一
八
七
七
）
1
年
（
一
八
七
八
）
13
年
（
一
八
八
O
）
M
年
（
一
八
八
一
）
15
年
（
一
八
八
二
）
16
年
（
一
八
八
三
）
6
月
20
日
、
長
崎
病
院
医
学
場
、
開
場
。
8
月
ロ
日
、
京
都
司
薬
場
廃
止
に
伴
な
い
、
横
浜
・
長
崎
に
司
薬
場
を
設
置
、
冒
富
彗
卑
＆
q
涛
田
祷
巨
鋤
口
を
長
崎
司
薬
場
試
薬
監
督
に
任
ず
。
2
月
2
日
、
鹿
児
島
に
起
つ
た
西
南
の
役
に
当
り
、
長
崎
病
院
を
仮
り
に
傷
病
兵
収
容
所
と
す
る
。
3
丹
15
日
、
大
浦
外
国
人
居
留
地
に
海
軍
仮
病
院
設
立
。
5
月
27
日
、
虎
列
刺
病
予
防
心
得
制
定
。
9
月
1
5
日
、
長
崎
避
病
院
設
立
。
12
月
1
0
日
、
長
崎
病
院
医
学
場
を
長
崎
盤
学
校
と
改
称
許
可
。
1
月
8
目
、
長
崎
難
学
校
と
改
称
、
規
則
改
正
。
校
長
兼
院
長
、
吉
田
健
康
。
同
月
2
0
日
、
長
崎
難
学
校
を
県
立
と
す
る
。
翌
目
、
公
立
病
院
制
の
整
備
を
達
示
。
4
月
、
大
徳
寺
跡
に
長
崎
病
院
の
新
築
工
事
を
起
工
。
設
計
、
　
ピ
o
窪
矩
雪
・
12
月
2
7
日
、
地
方
衛
生
令
公
布
。
2
月
28
日
、
長
崎
県
衛
生
課
（
初
代
）
課
長
に
吉
田
健
康
を
兼
任
。
6
月
、
い
①
窪
妻
窪
の
後
任
○
。
旨
。
一
ご
ω
寓
。
区
ユ
2
ω
蜜
四
葺
窪
ω
浮
畠
を
雇
う
。
8
月
、
大
徳
寺
跡
の
長
崎
病
院
新
築
工
事
竣
工
。
9
月
25
目
、
長
崎
盤
学
校
学
則
改
正
。
同
月
2
7
目
、
教
育
令
公
布
。
12
月
2
7
日
、
梅
毒
病
院
の
設
立
は
じ
ま
る
。
3
月
士O
日
、
長
崎
盤
学
校
教
則
改
正
。
7
月
5
目
、
長
崎
盤
学
校
獣
医
学
部
設
立
（
長
崎
県
甲
第
二
二
七
号
）
。
5
月
2
7
日
、
医
学
校
通
則
制
定
。
長
崎
難
学
校
は
甲
種
長
崎
医
学
校
と
な
る
。
9
月
3
0
日
、
長
崎
県
長
崎
医
学
校
規
則
改
正
。
2
且
3
日
、
同
月
1
6
目
、
長
崎
県
は
長
崎
医
学
校
獣
医
学
部
及
び
獣
医
に
関
す
る
諭
達
を
発
す
。
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長
崎
医
学
略
年
表
明
治
17
年
（
一
八
八
四
）
〃
　
1
8
年
（
一
八
八
年
）
〃〃〃
19
年
（
一
八
八
六
）
20
年
（
一
八
八
七
）
21
年
（
一
八
八
八
）
3
月
1
2
日
、
ω
富
葵
。
≦
o
①
σ
雲
鳴
浮
爵
Φ
ヨ
餌
を
医
学
士
代
用
と
し
て
雇
う
。
4
月
1
6
日
、
長
崎
医
学
校
規
則
改
定
。
6
月
2
2
日
、
長
崎
医
学
校
獣
医
学
部
を
一
時
廃
止
。
10
月
2
3
日
、
医
術
開
業
試
験
規
則
公
布
。
3
月
1
8
日
、
長
崎
医
学
校
卒
業
生
は
前
年
公
布
の
医
師
免
許
規
則
に
従
う
こ
と
と
な
る
。
8
月
1
8
日
、
長
崎
医
学
校
に
お
け
る
囚
人
屍
体
解
剖
許
可
。
こ
の
年
及
び
翌
年
に
か
け
て
、
コ
レ
ラ
流
行
、
叉
、
教
員
増
聴
し
、
校
舎
増
築
、
書
籍
・
器
械
等
購
入
な
ど
を
行
な
い
、
医
学
校
を
整
備
。
8
月
1
3
日
、
清
国
水
兵
暴
動
事
件
あ
り
、
負
傷
者
を
長
崎
病
院
に
収
容
、
そ
の
後
、
山
根
正
次
、
法
医
学
確
立
に
尽
力
。
－
月
3
1
日
、
長
崎
医
学
校
生
徒
心
得
及
び
寄
宿
舎
規
則
を
改
正
。
4
月
1
5
日
、
第
五
高
等
中
学
校
を
熊
本
に
置
く
。
5
月
5
日
、
長
崎
医
学
校
獣
医
部
規
則
制
定
。
同
月
B
日
、
博
愛
会
は
日
本
赤
十
字
社
と
改
称
。
8
月
8
日
、
第
五
高
等
中
学
校
（
第
一
回
）
設
立
相
談
会
を
熊
本
に
開
く
。
同
月
2
7
日
、
第
五
高
等
中
学
校
医
学
部
を
長
崎
に
置
く
こ
と
が
決
定
。
そ
の
後
、
第
五
高
等
中
学
校
医
学
部
敷
地
を
浦
上
と
定
め
る
。
9
月
3
0
日
、
地
方
税
よ
り
甲
乙
丙
種
医
学
校
費
を
支
弁
す
る
こ
と
を
廃
止
（
明
治
2
1
年
3
月
限
り
）
。
1
月
6
日
、
駒
窪
ざ
ヨ
鋤
の
後
任
、
O
蕃
ユ
雷
》
旨
ど
「
卜
旨
o
匡
を
雇
う
。
2
月
2
4
日
、
日
本
赤
十
社
長
崎
県
委
員
部
設
立
。
3
月
2
3
日
、
長
崎
医
学
校
長
吉
田
健
康
を
第
五
高
等
中
学
校
教
諭
に
任
じ
、
医
学
部
長
に
命
ず
。
旧
長
崎
医
学
校
の
書
籍
．
器
械
及
び
校
舎
を
以
て
、
仮
り
に
第
五
高
等
中
学
校
医
学
部
に
充
て
る
。
4
月
6
目
、
長
崎
獣
医
学
校
を
商
業
学
校
内
に
移
す
。
4
月
1
0
日
、
九
州
各
地
区
の
旧
医
学
校
生
徒
、
三
六
九
人
を
転
入
せ
し
め
、
仮
り
に
開
校
式
を
挙
行
。
同
月
1
6
日
一10一
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22
年
（
一
八
八
九
）
23
年
（
一
八
九
〇
）
24
年
（
一
八
九
一
）
25
年
（
一
八
九
二
）
26
年
（
一
八
九
三
）
27
年
（
一
八
九
四
）
28
年
（
一
八
九
五
）
30
年
（
一
八
九
七
）
31
年
（
一
八
九
八
）
よ
り
授
業
開
始
。
7
月
、
高
等
中
学
校
の
学
科
を
一
部
・
二
部
・
三
部
に
分
け
、
各
生
徒
を
し
て
そ
の
一
つ
を
修
め
し
め
る
。
9
月
n
日
、
第
一
回
入
学
式
挙
行
。
10
月
1
2
日
、
旧
県
立
医
学
校
よ
り
転
学
し
た
者
に
限
り
、
本
部
既
定
の
学
期
に
関
せ
ず
、
2
2
年
4
月
以
後
、
旧
医
学
校
在
学
中
の
年
数
に
応
じ
、
卒
業
試
験
を
行
な
う
こ
と
と
し
、
同
月
14
日
、
開
校
式
を
挙
行
。
11
月
2
0
日
よ
り
1
9
日
ま
で
の
通
常
長
崎
県
会
で
＞
旨
。
5
の
後
任
、
O
富
二
8
国
Ω
B
。
区
＞
ヨ
ロ
讐
を
雇
入
れ
る
こ
と
を
決
め
る
。
U
月
2
6
日
、
第
－
回
卒
業
証
書
授
与
式
。
6
月
1
8
日
、
文
部
省
告
示
、
第
七
号
に
よ
り
薬
学
科
を
附
設
、
生
徒
定
員
四
〇
〇
人
を
五
〇
〇
人
と
す
る
。
9
月
－
日
、
長
崎
県
西
彼
杵
郡
浦
上
山
里
村
の
新
校
舎
に
移
り
、
在
来
の
医
学
校
を
分
教
場
と
し
、
四
学
年
生
の
臨
床
講
義
場
廼
充
て
る
。
11
月
1
日
、
寄
宿
舎
（
習
学
寮
）
を
開
き
、
二
年
生
以
下
を
す
べ
て
入
学
せ
し
め
る
。
3
月
7
日
、
新
築
落
成
式
を
挙
行
。
5
月
3
1
日
、
　
》
日
仁
讐
病
残
。
10
月
、
医
学
部
長
を
医
学
部
主
事
と
改
称
。
U
月
3
0
日
、
裁
判
医
学
を
法
医
学
と
改
め
、
英
語
を
外
国
語
（
随
意
科
）
と
す
る
。
9
月
1
1
日
、
勅
令
及
び
文
部
省
令
を
以
て
第
五
高
等
中
学
校
を
第
五
高
等
学
校
と
改
称
。
5
月
、
医
学
部
卒
業
生
を
得
業
士
と
称
せ
し
め
る
。
2
月
2
7
日
、
衛
生
委
員
を
設
置
、
職
務
章
程
を
定
め
る
。
5
月
3
1
目
、
医
学
科
に
細
菌
学
を
加
う
。
9
月
3
日
、
吉
田
健
康
、
卒
去
。
同
月
1
1
日
、
栗
本
東
明
を
主
事
心
得
と
し
、
同
目
、
大
谷
周
庵
を
医
学
部
主
事
に
命
ず
。
2
月
2
目
、
大
谷
周
庵
、
主
事
を
免
ぜ
ら
れ
、
村
上
安
蔵
を
主
事
に
任
ず
。
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明
治
〃〃
長
崎
医
学
略
年
表
32
年
（
一
八
九
九
）
33
年
（
一
九
〇
〇
）
34
年
（
一
九
〇
一
）
〃
　
3
5
年
（
一
九
〇
二
）
〃
　
3
6
年
（
一
九
〇
三
）
〃
　
3
7
年
（
一
九
〇
四
）
〃
　
3
8
年
（
一
九
〇
五
）
〃
　
3
9
年
（
一
九
〇
六
）
〃
　
4
0
年
（
一
九
〇
七
）
〃
　
4
1
年
（
一
九
〇
八
）
n
月
－
日
、
閲
覧
細
則
を
定
め
、
閲
覧
室
を
開
く
。
5
月
2
3
日
、
生
徒
の
服
制
改
正
。
8
月
2
5
日
、
田
代
正
、
村
上
安
蔵
に
代
り
、
本
学
部
主
事
に
任
ず
。
こ
の
年
、
長
崎
病
院
の
建
設
、
最
も
進
捗
す
る
。
2
月
11
日
、
薬
学
科
教
室
新
築
工
事
成
る
。
3
月
3
1
日
、
勅
令
及
び
文
部
省
令
を
以
て
長
崎
医
学
専
門
学
校
と
改
称
。
叉
、
官
職
中
、
校
長
1
人
、
教
授
13
人
、
助
教
授
7
人
、
書
記
5
人
と
定
め
、
第
五
高
等
学
校
よ
り
分
立
す
る
。
4
月
1
日
、
田
代
正
を
校
長
心
得
に
任
じ
、
6
月
5
日
、
田
代
正
を
校
長
兼
教
授
に
任
ず
。
9
月
、
長
崎
医
学
専
門
学
校
規
則
制
定
。
同
月
1
1
日
、
生
徒
の
制
帽
を
改
め
る
。
4
月
、
長
崎
病
院
開
院
式
を
挙
行
。
3
月
2
7
日
、
専
門
学
校
令
公
布
。
2
月
1
0
日
、
日
露
戦
争
起
る
。
n
月
2
4
日
、
県
立
長
崎
病
院
養
成
看
護
婦
第
一
回
卒
業
式
挙
行
。
9
月
－
日
、
日
露
戦
争
終
結
。
4
月
1
6
日
、
長
崎
県
医
師
会
再
整
備
。
5
月
－
日
、
医
師
法
、
歯
科
医
師
法
公
布
。
4
月
m
日
、
官
立
医
学
専
門
学
校
規
定
を
定
め
、
後
に
生
徒
監
を
置
き
、
教
授
定
員
1
6
名
と
な
る
。
4
月
2
2
日
、
エ
ジ
ン
バ
ラ
大
学
教
授
シ
ン
プ
ソ
ソ
等
、
細
菌
学
教
室
に
て
講
演
。
こ
の
年
、
長
崎
病
院
で
は
、
小
児
科
、
精
神
科
が
内
科
よ
り
分
立
。
3
月
3
0
日
、
勅
令
第
六
九
号
に
よ
り
、
本
校
教
授
の
定
員
は
一
七
人
に
、
助
教
授
定
員
は
八
人
と
な
る
。
10
月
9
日
、
在
オ
ラ
ン
ダ
の
℃
o
目
需
病
残
。
n
月
、
本
年
以
後
の
卒
業
生
は
、
修
了
科
に
従
い
、
本
校
名
を
冠
し
、
医
学
士
、
薬
学
士
と
称
し
得
る
こ
と
と
す
る
o
一12一
〃
　
4
2
年
（
一
九
〇
九
）
〃
　
43
年
（
一
九
一
〇
）
〃
　
4
4
年
（
一
九
二
）
〃〃〃大〃
　　　正
432145
年年年年年
（ （　（　　　（
九九九　九
五四三　 二
）　）　）　　　 ）
ク　〃
65
年年
（　（
九九
七六
）　）
ク
　
7
年
（
一
九
一
八
）
〃
　
8
年
（
一
九
一
九
）
〃
　
9
年
（
一
九
二
〇
）
1
月
9
日
、
文
部
大
臣
小
松
原
英
太
郎
の
風
紀
粛
清
な
ど
に
関
す
る
訓
示
に
基
き
、
同
月
1
3
日
、
校
長
田
代
正
は
学
校
の
風
紀
、
生
徒
の
品
位
向
上
に
つ
い
て
訓
し
た
。
3
月
2
4
日
、
長
崎
県
諭
達
、
第
二
号
に
よ
り
、
癩
病
予
防
及
び
撲
滅
を
示
達
。
11
月
2
2
日
、
文
部
大
臣
小
松
原
英
太
郎
、
来
校
。
3
月
、
勅
令
第
六
七
号
に
よ
り
、
本
校
の
教
授
定
員
は
一
八
人
に
、
助
教
授
定
員
は
五
人
に
な
っ
た
。
4
月
4
日
、
外
国
人
特
別
入
学
規
定
を
改
め
、
台
湾
人
、
朝
鮮
人
に
も
準
用
し
た
。
こ
の
年
、
雲
仙
県
営
公
園
設
立
さ
る
。
5
月
、
勅
令
第
一
三
〇
号
に
ょ
り
、
本
校
の
教
授
定
員
は
一
九
人
と
な
っ
た
。
9
月
、
医
化
学
を
生
理
学
よ
り
分
立
せ
し
む
。
皿
月
28
日
、
長
崎
県
病
院
精
神
病
室
が
落
成
し
、
診
療
を
は
じ
め
る
。
11
月
5
日
、
教
授
青
木
大
勇
は
長
崎
病
院
医
事
集
談
会
を
は
じ
め
る
。
5
月
1
5
日
、
長
崎
病
院
医
事
集
談
会
と
長
崎
医
学
会
が
合
併
し
、
新
た
に
、
長
崎
医
学
会
会
則
を
定
め
、
6
月
5
日
、
そ
の
第
一
回
を
開
く
。
6
月
、
学
年
を
変
更
し
、
開
始
期
を
4
月
、
修
了
期
を
3
月
と
し
た
。
5
月
m
目
、
文
部
大
臣
高
田
早
苗
が
来
校
し
た
。
5
月
m
日
、
校
長
田
代
正
、
願
に
ょ
り
本
官
を
免
ぜ
ら
れ
、
教
授
村
上
安
蔵
、
校
長
事
務
取
扱
と
な
る
。
12
月
3
日
、
校
長
事
務
取
扱
村
上
安
蔵
、
願
に
よ
り
本
官
を
免
ぜ
ら
れ
、
尾
中
守
三
、
本
校
教
授
兼
校
長
事
務
取
扱
を
任
ぜ
ら
る
。
1
月
8
目
、
小
児
科
学
教
室
設
立
。
皿
月
6
日
、
大
学
令
を
公
布
。
1
月
1
8
日
、
第
一
次
世
界
大
戦
終
結
パ
リ
講
和
会
議
。
12
月
2
4
日
、
校
長
事
務
取
扱
尾
中
守
三
は
校
長
に
任
ぜ
ら
る
。
4
月
1
6
日
、
校
長
尾
中
守
三
、
病
妓
、
教
授
国
友
鼎
、
校
長
事
務
取
扱
と
な
る
。
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長
崎
医
学
略
年
表
〃大
　　　正
1110
年
（
一
九
一
二
）
年
（
一
九
二
二
）
〃
　
1
2
年
（
一
九
二
三
）
ク
　
ー3
年
（
一
九
二
四
）
〃
　
1
4
年
（
一
九
二
五
）
8
月
1
2
日
、
山
田
基
、
本
校
校
長
兼
教
授
に
任
ぜ
ら
れ
、
国
友
鼎
、
兼
官
を
解
か
る
。
5
月
9
日
、
外
国
人
及
び
植
民
地
入
学
生
取
扱
が
達
せ
ら
る
。
3
月
3
1
日
、
習
学
寮
を
閉
鎖
し
、
勅
令
第
一
四
二
号
に
ょ
り
、
文
部
省
直
轄
学
校
官
制
中
、
官
立
医
科
大
学
官
制
を
改
正
し
、
本
校
に
附
属
病
院
を
置
か
る
。
4
月
1
日
、
元
県
立
長
崎
病
院
の
敷
地
建
物
及
び
器
具
機
械
そ
の
他
、
一
切
の
設
備
を
長
崎
県
よ
り
国
に
寄
附
し
、
こ
れ
を
本
校
に
交
附
。
よ
っ
て
、
同
日
よ
り
本
校
附
属
医
院
と
改
称
し
、
一
般
診
療
に
従
事
す
。
　
（
初
代
院
長
、
教
授
清
水
由
隆
）
3
月
3
0
日
、
勅
令
第
九
三
号
に
よ
り
、
長
崎
医
学
専
門
学
校
を
廃
止
、
長
崎
医
科
大
学
（
千
葉
及
び
金
沢
と
共
に
）
を
設
置
し
、
附
属
医
学
専
門
部
及
び
薬
学
専
門
部
を
置
く
と
定
め
ら
れ
る
。
叉
、
同
日
、
勅
令
第
九
四
号
に
よ
り
、
本
職
の
定
員
を
改
正
。
4
月
－
日
、
長
崎
医
科
大
学
開
設
。
附
属
医
院
及
び
附
属
医
学
専
門
部
を
併
置
す
。
山
田
基
、
長
崎
医
科
大
学
長
兼
教
授
に
任
ぜ
ら
れ
、
附
属
医
学
専
門
部
主
事
に
補
せ
ら
る
。
教
授
清
水
由
隆
は
附
属
医
院
長
に
、
教
授
林
郁
彦
は
学
生
監
に
、
叉
、
附
属
薬
学
専
門
部
教
授
加
藤
静
雄
は
薬
学
専
門
部
主
事
に
補
せ
ら
る
。
同
日
、
長
崎
医
科
大
学
学
則
制
定
。
4
月
18
日
、
大
学
の
第
一
回
受
験
生
二
一
名
に
第
一
次
入
学
を
許
可
し
、
2
7
目
、
医
学
専
門
部
在
学
生
中
の
受
験
者
一
〇
名
に
第
二
次
入
学
を
許
可
す
。
同
月
2
3
日
、
教
授
開
始
。
5
月
1
日
、
鎌
田
文
部
大
臣
、
来
学
。
8
月
8
日
、
附
属
医
院
助
産
婦
及
び
看
護
養
成
所
規
則
を
改
正
。
5
月
20
日
、
教
授
国
友
鼎
、
学
長
山
田
基
の
海
外
出
張
中
、
学
長
事
務
代
理
兼
、
専
門
部
主
事
代
理
を
命
ぜ
ら
る
。
6
月
9
日
、
本
学
学
則
第
3
章
第
ロ
条
但
書
を
改
む
。
m
月
29
日
、
学
則
第
2
章
第
6
条
改
正
。
こ
の
年
、
薬
物
学
、
生
理
学
及
び
衛
生
学
の
各
教
室
並
び
に
産
婦
科
手
術
室
・
外
科
手
術
室
の
増
改
築
竣
工
。
1
月
2
4
日
、
学
長
山
田
基
帰
朝
。
国
友
鼎
、
兼
任
を
解
か
る
。
3
月
3
1
日
、
附
属
薬
学
専
門
部
規
則
を
改
正
、
又
、
本
学
学
則
中
、
授
業
料
の
項
を
改
め
る
。
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〃
　
1
5
年
（
一
九
二
六
）
昭
和
2
年
（
一
九
二
七
）
〃
　
3
年
（
一
九
二
八
）
附
　
　
録
四
4
月
1
掴
、
勅
令
第
七
九
号
に
よ
り
、
官
立
医
科
大
学
官
制
中
、
第
1
9
条
、
附
属
医
学
専
門
部
を
削
除
さ
れ
る
。
5
月
5
日
、
清
水
由
隆
、
附
属
医
附
長
を
辞
し
、
小
室
要
、
後
任
。
7
月
1
日
、
学
長
兼
教
授
山
田
基
、
退
官
し
、
教
授
林
郁
彦
、
後
任
学
長
。
こ
の
年
、
病
理
学
教
室
の
一
部
、
法
医
学
教
室
、
附
属
医
院
レ
ン
ト
ゲ
ン
室
、
精
神
科
病
棟
及
び
調
理
所
そ
の
他
、
屍
室
、
門
衛
所
な
ど
の
増
改
築
成
る
。
叉
、
長
崎
市
小
島
町
一
番
戸
、
本
学
所
有
地
一
五
七
二
坪
九
勺
を
長
崎
市
有
地
、
長
崎
市
梁
瀬
町
八
番
地
の
一
、
三
九
坪
九
合
五
勺
及
び
附
属
医
院
隣
接
地
、
二
六
二
二
坪
四
合
四
勺
と
交
換
。3
月
3
1
日
、
元
陸
軍
射
撃
場
一
〇
〇
七
五
坪
一
合
を
長
崎
医
科
大
学
射
撃
場
と
し
て
大
蔵
省
よ
り
購
入
。
4
月
1
目
、
長
崎
市
小
島
町
一
番
戸
所
在
、
元
養
生
所
附
属
建
物
二
階
家
一
棟
を
本
学
構
内
に
移
す
。
4
月
1
5
日
、
附
属
医
院
長
小
室
要
、
外
国
出
張
中
、
望
月
成
人
は
院
長
事
務
取
扱
を
命
ぜ
ら
る
。
9
月
9
日
、
附
属
薬
学
専
門
部
規
則
を
改
正
。
　
（
n
月
2
5
日
、
昭
和
改
元
）
こ
の
年
、
附
属
医
院
小
児
科
病
棟
、
医
科
大
学
本
館
及
び
附
属
建
物
、
大
講
堂
並
び
に
附
属
図
書
館
、
薬
物
学
講
義
室
及
び
準
備
室
、
附
属
医
院
看
護
婦
寄
宿
舎
、
学
生
控
所
な
ど
の
新
築
、
移
築
を
竣
る
。
3
月
3
日
、
学
則
第
6
条
を
削
除
、
以
下
の
条
項
を
繰
上
げ
、
試
験
制
度
の
一
部
及
び
学
科
時
間
配
当
表
を
改
正
。
3
月
25
日
、
第
－
回
卒
業
生
1
9
名
に
卒
業
証
書
授
与
。
4
月
－
日
、
教
授
小
室
要
、
附
属
医
院
長
を
辞
し
、
教
授
望
月
成
人
、
後
任
。
10
月
3
1
日
、
望
月
成
人
、
院
長
を
辞
し
、
浅
沼
武
夫
、
後
任
。
12
月
M
日
、
附
属
薬
学
専
門
部
主
事
川
上
登
喜
二
、
主
事
を
辞
し
、
高
畠
清
、
後
任
。
同
月
2
7
日
、
学
長
林
郁
彦
の
海
外
出
張
中
、
浅
沼
武
夫
は
学
長
事
務
代
理
と
な
る
。
こ
の
年
、
医
化
学
教
室
附
属
薬
品
倉
庫
及
び
附
属
薬
学
専
門
部
東
側
の
防
火
壁
が
竣
工
、
叉
、
構
内
に
消
火
専
用
水
道
を
布
設
。
北
部
隣
接
地
民
有
地
七
八
九
一
坪
二
合
五
勺
を
運
動
場
並
び
に
薬
草
園
用
地
と
し
て
購
入
。
　
（
1
2
月
4
日
、
運
動
場
の
竣
工
式
を
行
な
う
。
）
附
属
医
院
眼
科
病
棟
及
び
機
関
室
等
の
増
改
築
成
る
。
7
月
3
日
、
学
長
林
郁
彦
、
帰
朝
（
6
月
3
0
日
）
に
つ
き
、
浅
沼
武
夫
、
学
長
事
務
代
理
を
免
ぜ
ら
れ
る
。
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昭
和
長
崎
医
学
略
年
表
4
年
（
一
九
二
九
）
〃
　
5
年
（
一
九
三
〇
）
〃
　
6
年
（
一
九
三
一
）
〃
　
7
年
（
一
九
三
二
）
10
月
2
9
日
、
勅
令
第
二
五
五
号
に
よ
り
、
学
生
監
を
廃
し
、
専
任
学
生
主
事
（
補
）
を
置
く
。
11
月
4
日
、
創
立
記
念
式
を
行
な
う
。
12
月
2
0
日
、
大
倉
東
一
、
附
属
薬
学
専
門
部
主
事
に
な
る
。
こ
の
年
、
細
菌
学
実
験
室
、
医
化
学
実
習
室
、
研
究
室
、
附
属
医
院
皮
膚
科
泌
尿
器
科
病
棟
、
結
核
病
棟
な
ど
の
新
築
成
る
。
4
月
1
2
目
、
西
彼
杵
郡
野
母
村
よ
り
本
学
臨
海
実
験
所
用
地
一
八
一
〇
坪
並
び
に
建
物
五
三
坪
を
寄
附
。
　
（
文
部
大
臣
の
認
可
）
同
月
3
0
目
、
浅
沼
武
夫
、
院
長
を
辞
し
、
古
屋
野
宏
平
、
後
任
。
又
、
同
日
、
文
部
次
官
通
牒
に
よ
り
、
外
国
人
特
別
入
学
規
程
を
改
正
。
12
月
1
5
日
、
野
母
臨
海
実
験
所
落
成
式
。
こ
の
年
、
解
剖
学
教
室
附
属
動
物
室
、
附
属
薬
学
専
門
部
温
室
、
附
属
医
院
産
婦
人
科
病
棟
及
び
伝
染
病
棟
な
ど
新
築
。
7
月
1
8
日
、
大
暴
風
雨
に
ょ
り
、
本
学
会
議
室
そ
の
他
、
多
く
の
建
物
破
損
。
こ
の
年
、
細
菌
学
研
究
室
、
解
剖
学
教
室
附
属
骨
晒
室
、
薬
物
学
教
室
附
属
蛙
池
、
附
属
医
院
内
臨
床
講
義
室
、
外
科
病
棟
そ
の
他
、
婦
人
科
、
眼
科
、
小
児
科
、
精
神
科
、
高
南
、
高
北
の
各
病
棟
を
連
絡
す
る
渡
廊
下
な
ど
の
新
築
成
る
。
6
月
、
配
電
室
、
構
内
配
線
工
事
、
衛
生
学
教
室
所
属
実
習
室
及
び
研
究
室
、
附
属
図
書
館
事
務
室
、
附
属
医
院
外
科
病
棟
、
耳
鼻
咽
喉
科
病
棟
、
給
水
装
置
な
ど
の
新
築
、
増
改
築
な
ど
竣
り
、
西
二
病
棟
の
う
ち
一
部
を
産
婦
人
科
病
棟
及
び
ラ
ジ
ウ
ム
室
に
移
転
。
又
、
法
医
学
教
室
所
属
実
習
室
（
U
月
）
及
び
野
母
臨
海
実
験
所
（
1
2
月
）
な
ど
の
復
旧
工
事
竣
る
。
4
月
－
目
、
附
属
医
院
長
古
屋
野
宏
平
、
院
長
を
辞
し
、
勝
矢
信
司
、
後
任
。
附
属
薬
学
専
門
部
主
事
高
畠
清
、
主
事
を
辞
し
、
川
上
登
喜
二
、
後
任
。
4
月
10
目
、
学
則
中
、
薬
物
学
を
薬
理
学
に
改
め
る
。
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〃
　
8
年
（
一
九
三
三
）
〃
　
　
　
9
年
（
一
九
三
四
）
〃
　
1
0
年
（
一
九
三
五
）
11
月
2
目
、
文
官
普
通
分
限
委
員
を
置
く
。
12
月
2
7
日
、
勅
令
第
三
九
二
号
に
よ
り
、
助
教
授
、
助
手
、
書
記
、
薬
剤
手
、
看
護
長
の
項
を
改
め
る
。
こ
の
年
、
附
属
医
院
小
児
科
日
光
浴
室
、
内
科
病
棟
竣
工
。
学
生
控
室
復
旧
工
事
成
る
。
又
、
解
剖
学
組
織
実
習
室
増
築
、
内
科
診
療
所
附
属
便
所
、
渡
廊
下
の
移
築
竣
る
。
3
月
2
5
日
、
学
長
林
郁
彦
、
学
長
を
辞
し
、
小
室
要
、
後
任
。
12
月
2
2
日
、
院
長
勝
矢
信
司
、
休
職
。
高
瀬
清
、
院
長
事
務
取
扱
。
同
月
2
7
日
、
附
属
医
院
産
婆
看
護
婦
養
成
所
規
則
を
改
正
。
こ
の
年
、
臨
床
講
義
室
、
内
科
病
棟
の
残
部
、
中
央
廊
下
、
病
理
学
教
室
研
究
室
及
び
材
料
保
存
室
並
び
に
附
属
小
使
室
、
便
所
な
ど
の
移
築
成
る
。
2
月
2
4
日
、
学
長
小
室
要
、
学
長
を
辞
し
、
高
山
正
雄
、
後
任
。
3
月
8
日
、
高
瀬
清
、
附
属
医
院
長
。
4
月
－
日
、
長
崎
医
科
大
学
専
攻
生
規
定
を
制
定
（
1
0
月
3
1
日
、
改
正
）
。
10
月
1
2
日
、
附
属
薬
学
専
門
部
規
則
を
改
め
、
翌
1
0
年
4
月
1
日
施
行
。
同
月
2
2
日
、
附
属
医
院
諸
料
金
規
定
を
定
め
る
。
こ
の
年
、
生
理
学
教
室
講
義
室
、
銃
器
庫
、
事
務
官
舎
、
附
属
医
院
整
形
外
科
病
棟
、
臨
床
講
義
室
、
中
央
廊
下
の
一
室
、
耳
鼻
咽
喉
科
病
棟
、
渡
廊
下
、
第
一
機
関
室
附
属
煙
突
一
基
な
ど
新
築
竣
り
、
精
神
科
診
療
室
、
同
廊
下
の
移
築
終
る
。
叉
、
解
剖
学
実
習
室
、
馬
車
及
び
自
動
車
兼
用
埋
込
秤
及
び
同
上
家
屋
を
新
築
。
1
月
2
1
日
、
学
則
第
3
5
条
を
改
め
、
同
月
2
3
日
、
附
属
医
院
産
婆
看
護
婦
養
成
所
規
則
第
2
1
条
を
改
正
。
2
月
E
日
、
勅
令
第
一
七
号
に
よ
り
、
附
属
薬
学
専
門
部
の
教
授
定
員
を
一
名
増
加
。
3
月
2
6
日
、
附
属
薬
学
専
門
部
規
則
第
3
条
及
び
第
4
条
を
改
め
る
（
学
科
目
及
び
授
業
時
間
と
臨
時
講
演
及
び
実
習
に
関
す
る
分
）
。
7
月
1
日
、
以
後
、
ニ
ケ
月
間
、
雲
仙
国
立
公
園
の
滞
在
外
人
に
対
し
、
臨
時
的
診
療
研
究
を
な
す
目
的
で
、
夏
季
雲
仙
診
療
施
設
を
創
め
る
（
戦
時
中
ま
で
実
施
）
。
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附
　
　
録
　
四
長
崎
医
学
略
年
表
昭
和
1
1
年
（
一
九
三
六
）
〃
　
1
2
年
（
一
九
三
七
）
〃
　
1
3
年
（
一
九
三
八
）
こ
の
年
、
医
院
塵
芥
汚
焼
却
炉
及
び
同
上
家
、
媛
房
汽
罐
室
、
汽
罐
一
基
、
薬
局
休
憩
室
、
薬
庫
及
び
石
油
庫
、
倉
庫
、
門
衛
所
、
自
動
車
置
場
な
ど
の
新
築
、
増
築
、
移
築
の
ほ
か
、
附
属
医
院
旧
館
の
一
部
を
医
化
学
教
室
実
験
室
の
各
附
属
渡
廊
下
、
附
属
薬
学
専
門
部
実
験
室
、
医
院
学
生
控
所
、
北
講
堂
側
昇
降
口
受
付
及
び
本
部
物
置
な
ど
の
模
様
替
移
築
、
附
属
図
書
館
書
庫
及
び
同
附
属
渡
廊
下
、
大
学
塵
芥
汚
物
焼
却
炉
及
び
同
上
家
な
ど
の
新
築
竣
工
。
2
月
3
日
、
附
属
医
院
産
婆
看
護
婦
養
成
所
規
則
第
n
条
を
改
め
、
物
理
的
療
法
大
意
を
加
う
。
3
月
3
1
日
、
附
属
医
院
長
高
瀬
清
、
院
長
を
辞
し
、
角
尾
晋
、
後
任
。
叉
、
附
属
薬
学
専
門
部
主
事
川
上
登
喜
二
、
主
事
を
辞
し
、
大
倉
東
一
、
後
任
。
5
月
3
1
日
、
学
生
証
を
交
付
。
6
月
23
日
、
西
彼
杵
郡
時
津
村
よ
り
、
本
学
艇
庫
用
建
物
五
一
坪
寄
付
、
同
用
地
工
ハ
一
二
坪
の
借
入
を
文
部
大
臣
許
可
。
7
月
4
日
、
学
長
高
山
正
雄
、
九
州
帝
国
大
学
総
長
に
転
出
し
、
角
尾
晋
、
学
長
と
な
り
、
附
属
医
院
長
を
辞
任
。
影
浦
尚
視
、
後
任
医
院
長
と
な
る
。
こ
の
年
、
附
属
医
院
本
館
、
整
形
外
科
病
棟
の
昇
降
機
室
、
同
出
入
場
及
び
洗
濯
室
、
木
金
工
場
、
動
物
手
術
室
、
精
神
科
温
室
、
大
学
自
動
車
車
庫
、
医
化
学
講
義
室
及
び
準
備
室
、
同
附
属
渡
廊
下
な
ど
新
築
、
模
様
替
竣
る
。
3
月
1
9
目
、
附
属
医
院
諸
料
金
規
定
を
改
め
、
賄
料
を
入
院
料
に
包
含
せ
し
む
（
4
月
－
日
実
施
）
。
5
月
飢
日
、
官
立
医
科
大
学
官
制
第
2
1
条
に
よ
り
、
国
友
鼎
を
本
学
名
誉
教
授
と
す
る
。
こ
の
年
、
前
年
5
月
4
目
、
焼
失
し
た
解
剖
学
研
究
室
火
室
附
属
渡
廊
下
、
解
剖
学
研
究
材
料
保
存
室
な
ど
の
復
旧
新
築
、
附
属
医
院
本
館
、
サ
イ
レ
ソ
装
置
及
び
非
常
電
鈴
装
置
、
運
動
場
脱
衣
所
な
ど
の
新
築
、
増
築
竣
る
。
3
月
2
9
日
、
学
則
中
、
学
科
目
及
び
試
験
制
度
を
改
め
、
附
属
薬
学
専
門
部
規
則
中
、
学
期
間
及
び
試
験
期
を
改
正
。
同
月
3
1
目
、
附
属
医
院
長
影
浦
尚
視
、
院
長
を
辞
し
、
林
雄
造
、
後
任
。
同
日
、
学
長
官
舎
新
築
竣
り
、
同
敷
地
を
財
団
法
人
長
崎
医
科
大
学
輔
仁
会
よ
り
借
入
れ
る
。
一18一
〃
　
1
4
年
（
一
九
三
九
）
〃
15
年
（
一
九
四
〇
）
〃
　
1
6
年
（
一
九
四
一
）
こ
の
年
、
野
母
臨
海
実
験
所
水
槽
、
附
属
医
院
本
館
増
築
、
洗
濯
室
、
消
毒
室
、
看
護
婦
寄
宿
舎
、
皮
膚
科
特
別
診
察
室
、
細
菌
学
教
室
講
義
室
及
び
準
備
室
な
ど
の
新
築
、
移
築
模
様
替
を
竣
る
。
－
月
2
4
日
、
学
則
中
、
入
学
入
学
志
願
資
格
者
の
試
験
制
度
を
改
め
、
附
属
医
院
産
婆
看
護
婦
養
成
所
規
則
第
1
0
条
の
学
期
及
び
第
1
1
条
の
授
業
時
数
配
当
表
を
改
正
。
3
月
3
1
日
、
附
属
薬
学
専
門
部
主
事
大
倉
東
一
、
主
事
を
辞
し
、
植
田
高
三
、
後
任
。
4
月
B
日
、
輔
仁
会
よ
り
の
附
属
医
院
施
設
と
し
て
隣
接
地
二
〇
坪
寄
附
受
領
を
文
部
大
臣
、
認
可
。
5
且
1
3
日
、
勅
令
第
三
一
五
号
に
よ
り
、
臨
時
附
属
医
学
専
門
部
を
設
置
、
同
月
1
5
日
、
臨
時
附
属
医
学
専
門
部
学
則
を
制
定
し
、
角
尾
晋
は
同
部
主
事
と
な
る
。
こ
の
年
、
附
属
薬
学
専
門
部
薬
品
庫
の
新
築
成
る
。
1
月
、
学
則
中
、
選
抜
試
験
制
定
を
改
め
る
。
4
月
－
日
、
附
属
医
院
長
林
雄
造
、
院
長
を
辞
し
、
北
村
包
彦
、
後
任
。
同
月
鳩
目
、
勅
令
第
二
七
八
号
に
ょ
り
、
臨
時
附
属
医
学
専
門
部
官
制
を
改
め
、
職
員
定
員
表
を
制
定
。
主
事
の
他
、
教
授
及
び
書
記
各
々
二
名
を
置
く
。
n
月
1
日
、
附
属
医
院
諸
料
金
規
定
中
、
入
院
料
額
を
改
め
る
。
同
月
6
日
、
勅
令
第
八
五
九
号
に
よ
り
、
教
授
・
書
記
の
項
を
改
め
る
。
こ
の
年
、
旧
銃
器
庫
を
取
殿
し
、
附
属
薬
学
専
門
部
生
徒
控
室
二
〇
坪
の
新
築
、
本
館
二
〇
坪
の
増
築
の
他
、
病
理
学
教
室
附
属
動
物
実
験
室
、
渡
廊
下
、
衛
生
学
教
室
附
属
動
物
室
な
ど
の
新
築
、
移
築
を
竣
る
。
3
月
2
6
日
、
学
則
中
、
医
化
学
を
生
化
学
に
、
医
化
学
実
習
を
生
化
学
実
習
に
改
め
る
。
同
月
2
8
日
、
新
体
制
に
伴
な
い
、
修
練
組
織
を
強
化
し
、
従
来
の
大
学
学
友
会
及
び
附
属
薬
学
専
門
部
学
友
会
を
改
組
し
、
長
崎
医
科
大
学
、
同
附
属
薬
学
専
門
部
、
同
臨
時
附
属
医
学
専
門
部
の
全
職
員
及
び
学
生
・
生
徒
を
団
員
と
し
た
長
崎
医
科
大
学
報
国
団
を
結
成
。
4
月
2
3
日
、
前
記
、
報
国
団
の
結
成
式
を
挙
行
。
同
月
2
8
目
、
勅
令
第
五
一
一
号
に
よ
り
、
臨
時
附
属
医
学
専
門
部
職
員
制
及
び
職
員
定
員
表
を
改
め
る
。
一19一
附
　
　
録
　
四
長
崎
医
学
略
年
表
昭
和
17
年
（
一
九
四
二
）
〃
　
1
8
年
（
一
九
四
三
）
〃
B
年
（
一
九
四
四
）
こ
の
月
、
臨
時
附
属
医
学
専
門
部
の
解
剖
実
験
室
、
同
部
講
堂
な
ど
新
築
竣
る
。
フ
月
2
6
目
、
元
教
授
清
水
由
隆
、
本
学
名
誉
教
授
と
な
る
。
9
月
、
文
部
省
通
牒
に
ょ
り
、
報
国
隊
を
組
織
し
、
同
月
1
8
日
、
満
洲
事
変
勃
発
記
念
目
に
そ
の
結
成
式
を
挙
行
。
n
月
－
日
、
勅
令
第
九
二
四
号
に
よ
り
、
大
学
学
部
な
ど
の
在
学
年
限
叉
は
修
業
年
限
を
臨
時
短
縮
せ
し
め
、
昭
和
1
6
年
度
卒
業
生
よ
り
学
部
及
び
附
属
薬
学
専
門
部
と
も
、
そ
れ
ぞ
れ
三
ケ
月
短
縮
（
卒
業
式
は
1
2
月
2
8
日
に
行
う
）
。
　
又
、
昭
和
H
年
度
に
は
学
部
、
附
属
薬
学
専
門
部
、
臨
時
附
属
医
学
専
門
部
は
、
そ
れ
ぞ
れ
六
ケ
月
短
縮
、
い
ず
れ
も
9
月
中
に
卒
業
す
る
こ
と
と
し
、
学
部
学
生
は
、
当
年
度
に
限
り
、
春
季
及
び
秋
季
の
二
回
、
募
集
す
る
こ
と
と
す
る
。
12
月
8
日
、
日
本
、
ア
メ
リ
カ
に
宣
戦
布
告
。
3
月
2
0
日
、
勅
令
第
一
八
二
号
に
よ
り
官
立
医
科
大
学
官
制
中
、
第
2
2
条
の
2
を
追
加
し
、
本
学
に
、
東
亜
風
土
病
研
究
所
（
前
名
は
大
陸
医
学
研
究
所
）
を
附
属
し
、
職
員
定
員
表
を
改
め
る
。
同
月
3
1
日
、
附
属
薬
学
専
門
部
主
事
植
田
高
三
、
主
事
を
辞
し
、
江
口
虎
三
郎
、
後
任
。
4
月
－
日
、
附
属
医
院
長
北
村
包
彦
、
院
長
を
辞
し
、
長
谷
川
高
敏
、
後
任
。
5
月
－
日
、
勅
令
第
四
六
七
号
に
よ
り
、
臨
時
附
属
医
学
専
門
部
職
員
定
員
を
改
め
る
。
同
月
4
日
、
学
長
角
尾
晋
、
東
亜
風
土
病
研
究
所
長
を
兼
ね
る
。
1
月
－
日
、
勅
令
第
七
四
九
号
に
よ
り
、
職
員
定
員
中
、
書
記
の
項
を
改
め
る
。
こ
の
年
、
臨
時
附
属
医
学
専
門
部
臨
時
講
義
室
、
同
生
徒
控
所
、
結
核
病
室
な
ど
竣
工
。
1
月
3
0
日
、
勅
令
第
五
三
号
に
よ
り
、
職
員
定
員
中
、
技
手
二
名
を
一
名
と
し
、
看
護
長
一
二
名
を
一
一
名
に
減
員
。7
月
2
7
日
、
勅
令
第
六
一
四
号
に
よ
り
・
臨
時
附
属
医
学
専
門
部
職
員
の
定
員
を
改
正
。
3
月
3
1
日
、
勅
令
第
二
〇
〇
号
に
よ
り
、
専
門
部
主
事
を
部
長
と
改
称
。
叉
、
昭
和
15
年
の
勅
令
第
二
七
八
号
改
正
の
臨
時
附
属
医
学
専
門
部
官
制
中
、
　
「
臨
時
附
属
医
学
専
門
部
」
を
「
臨
時
二
附
属
医
学
専
門
部
」
と
改
め
、
主
事
を
部
長
と
す
る
。
一20一
〃
20
年
（
一
九
四
五
）
附
　
　
録
働
主
事
を
部
同
日
、
附
属
医
院
長
長
谷
川
高
敏
、
院
長
を
辞
し
、
内
藤
勝
利
、
後
任
。
又
、
臨
時
附
属
医
学
専
門
部
主
事
角
尾
晋
、
部
長
を
辞
し
、
高
木
純
五
郎
、
後
任
。
4
月
1
日
、
臨
時
附
属
医
学
専
門
部
主
事
高
木
純
五
郎
、
附
属
医
学
専
門
部
部
長
と
な
り
、
附
属
薬
学
専
門
部
主
事
江
口
虎
三
郎
、
附
属
薬
学
専
門
部
部
長
に
補
せ
ら
れ
る
。
n
月
19
日
、
勅
令
第
六
六
八
号
に
よ
り
、
職
員
定
員
表
中
、
助
教
授
、
助
手
の
項
を
改
め
る
σ
6
月
、
勅
令
第
三
七
二
号
に
よ
り
、
官
立
医
科
大
学
官
制
を
改
め
、
附
属
医
院
産
婆
看
護
婦
養
成
所
を
厚
生
女
学
部
と
改
称
。
8
月
1
日
、
附
属
医
院
外
科
手
術
室
な
ど
に
直
撃
弾
投
下
、
死
者
三
名
。
同
月
9
日
、
原
子
爆
弾
投
下
さ
れ
、
長
崎
医
科
大
学
、
附
属
医
院
、
附
属
薬
学
専
門
部
、
附
属
医
学
専
門
部
、
東
亜
風
土
病
研
究
所
、
厚
生
女
学
部
、
看
護
婦
寄
宿
舎
な
ど
、
一
切
の
建
物
、
書
類
、
簿
冊
、
機
械
、
器
具
類
、
そ
の
他
の
施
設
な
ど
倒
壊
、
炎
上
、
学
長
角
尾
晋
以
下
、
教
職
員
、
・
学
生
、
生
徒
、
八
百
五
十
余
名
、
患
者
も
と
も
に
破
災
。
即
死
の
ほ
か
・
漸
次
、
原
爆
疾
状
を
起
し
、
死
亡
す
る
も
の
多
し
。
8
月
1
0
日
、
ポ
ッ
ダ
ム
宣
言
受
諾
コ
同
月
1
5
日
、
日
本
、
無
条
件
降
伏
。
同
月
2
2
日
、
学
長
角
尾
晋
、
死
亡
。
こ
の
月
、
古
屋
野
宏
平
は
学
長
事
務
取
扱
に
、
調
来
助
は
附
属
医
院
長
と
な
る
。
叉
、
一
時
、
大
学
本
部
、
附
属
医
院
を
長
崎
商
工
会
議
所
内
に
置
き
、
長
崎
市
興
善
町
、
新
興
善
国
民
学
校
校
舎
を
仮
収
容
所
と
し
て
、
患
者
診
療
を
開
始
。
9
月
4
日
、
久
松
侍
従
等
、
来
学
、
大
学
の
復
興
を
激
励
。
同
月
下
旬
、
長
崎
経
済
専
門
学
校
校
舎
内
に
大
学
本
部
、
附
属
医
院
の
事
務
部
を
移
転
。
叉
、
教
官
、
学
生
等
、
数
十
名
は
大
村
元
海
軍
病
院
に
参
集
し
、
後
事
を
議
し
、
同
月
2
7
日
よ
り
入
院
患
者
の
診
療
に
従
事
。
10
月
5
日
よ
り
外
来
診
療
を
開
始
、
同
月
9
日
よ
り
授
業
を
再
開
。
U
月
2
日
、
大
学
合
同
慰
霊
祭
。
11
月
上
旬
、
大
学
本
部
を
新
興
善
国
民
学
校
に
移
し
、
医
師
会
に
代
り
、
大
学
、
附
属
医
院
に
ょ
り
診
療
を
行
う
。
一21一
長
崎
医
学
略
年
表
昭
和
烈
年
（
一
九
四
六
）
〃
　
2
2
年
（
一
九
四
七
）
〃
23
年
（
一
九
四
八
）
12
月
2
2
日
、
古
屋
野
宏
平
、
学
長
に
任
ぜ
ら
れ
る
。
3
月
以
後
、
原
子
爆
弾
に
ょ
り
死
亡
し
た
教
授
の
後
任
が
決
定
し
、
着
任
。
4
月
－
日
、
勅
令
第
二
〇
六
号
に
よ
り
、
風
土
病
研
究
所
（
旧
東
亜
風
土
病
研
究
所
）
を
設
置
。
4
月
、
諌
早
市
永
昌
町
、
元
佐
世
保
海
軍
病
院
諌
早
分
院
を
長
崎
医
科
大
学
附
属
第
二
医
院
と
し
、
大
学
本
部
、
附
属
医
院
、
附
属
医
学
専
門
部
、
附
属
図
書
館
」
厚
生
女
学
部
な
ど
を
諌
早
に
移
転
、
又
、
5
月
に
は
、
元
大
村
海
軍
病
院
に
お
け
る
講
義
、
診
療
を
中
止
し
、
諌
早
に
移
る
。
　
（
新
興
善
国
民
学
校
内
の
附
属
医
院
を
附
属
第
一
医
院
、
諌
早
の
そ
れ
を
附
属
第
二
医
院
と
称
す
る
。
）
9
月
よ
り
浦
上
の
旧
附
属
医
院
焼
跡
を
整
理
し
は
じ
め
る
。
当
年
度
中
、
調
理
所
、
伝
染
病
棟
（
計
四
六
〇
坪
）
を
応
急
補
修
し
、
学
生
寮
に
充
て
、
学
生
を
収
容
、
外
来
本
館
の
一
部
を
補
修
工
事
す
る
。
3
月
3
1
日
、
教
育
基
本
法
、
学
校
教
育
法
の
公
布
、
4
月
よ
り
六
・
三
・
三
制
を
実
施
。
5
月
3
日
、
新
憲
法
の
発
布
。
眼
科
病
棟
に
お
い
て
祝
賀
会
を
挙
行
。
同
月
1
4
日
、
政
令
第
四
三
号
に
よ
り
、
附
属
医
学
専
門
部
を
廃
止
、
長
崎
高
等
学
校
を
附
置
。
同
月
2
3
日
、
学
校
教
育
法
施
行
規
則
の
公
布
。
9
月
、
本
部
の
一
部
（
庶
務
課
）
、
用
度
係
の
一
部
を
浦
上
に
移
し
、
基
礎
医
学
教
室
を
浦
上
の
旧
附
属
医
院
外
来
本
館
に
復
帰
、
1
0
月
2
5
日
、
そ
の
復
帰
式
を
行
な
う
。
・
11
月
1
2
目
、
グ
ビ
ロ
ヶ
丘
慰
霊
碑
除
幕
式
を
挙
行
。
当
年
度
中
、
浦
上
の
附
属
医
院
外
来
本
館
（
二
三
七
坪
余
）
、
中
講
堂
、
北
講
堂
な
ど
を
復
旧
補
修
工
事
す
る
。
1
月
2
3
日
、
学
長
古
屋
野
宏
平
、
学
長
を
辞
し
、
高
瀬
清
、
学
長
事
務
取
扱
。
9
月
、
本
部
会
計
課
を
浦
上
に
移
す
。
11
月
1
2
日
、
大
学
創
立
九
十
周
年
、
大
学
昇
格
二
十
五
周
年
記
念
式
を
挙
行
。
12
月
6
日
、
学
長
事
務
取
扱
高
瀬
清
、
学
長
と
な
る
。
同
月
2
8
日
、
附
属
医
院
長
調
来
助
、
院
長
を
辞
し
、
広
瀬
金
之
助
、
後
任
。
一22一
〃〃
24
年
（
一
九
四
九
）
25
年
（
一
九
五
〇
）
当
年
度
中
、
内
科
病
棟
（
九
五
五
坪
）
、
皮
膚
科
病
棟
（
四
二
三
坪
）
、
眼
科
病
棟
（
四
三
四
坪
）
、
小
児
科
病
棟
（
四
四
三
坪
余
）
な
ど
の
復
旧
工
事
を
竣
り
、
看
・
護
婦
寄
宿
舎
（
三
七
七
坪
）
を
新
築
。
5
月
2
7
目
、
天
皇
陛
下
、
臨
校
。
内
科
病
棟
屋
上
よ
り
復
興
状
況
を
視
察
さ
れ
る
。
同
月
3
1
日
、
法
律
第
一
五
〇
号
に
よ
り
、
国
立
学
校
設
置
法
が
公
布
さ
れ
、
’
体
学
は
、
学
芸
学
部
、
経
済
学
部
、
医
学
部
、
薬
学
部
、
水
産
学
部
の
五
学
部
よ
り
成
る
新
制
長
崎
大
学
と
し
て
、
同
日
、
設
置
、
長
崎
医
科
大
学
、
同
附
属
薬
学
専
門
部
、
長
崎
経
済
専
門
学
校
、
長
崎
師
範
学
校
、
長
崎
青
年
師
範
学
校
及
び
長
崎
高
等
学
校
の
旧
制
学
校
を
包
括
し
た
。
叉
、
長
崎
大
学
に
は
、
風
土
病
研
究
所
を
附
置
さ
れ
た
。
長
崎
医
科
大
学
長
高
瀬
清
は
長
崎
大
学
医
学
部
長
を
併
任
、
附
属
薬
学
専
門
部
長
川
上
登
喜
二
は
薬
学
部
長
を
併
任
。
　
　
　
、
6
月
1
日
、
高
瀬
清
、
長
崎
大
学
学
長
事
務
取
扱
を
命
ぜ
ら
れ
る
。
6
月
2
2
日
、
文
部
省
令
第
二
三
号
に
よ
り
附
属
医
院
は
医
学
部
附
属
病
院
と
改
称
。
6
月
29
日
、
高
瀬
清
、
大
学
学
長
事
務
取
扱
を
免
ぜ
ら
れ
、
医
科
大
学
長
を
兼
任
の
ま
ま
、
長
崎
大
学
学
長
を
命
ぜ
ら
れ
る
。
7
月
－
日
、
長
崎
大
学
本
部
の
事
務
を
は
じ
め
る
。
同
月
2
9
日
、
医
学
部
長
高
瀬
清
、
部
長
を
辞
し
、
影
浦
尚
視
、
医
学
部
長
事
務
取
扱
を
命
ぜ
ら
れ
る
。
8
月
2
0
日
、
大
村
一
般
教
養
部
の
入
学
式
、
2
2
日
、
長
崎
一
般
教
養
部
の
入
学
式
を
行
な
う
。
（
新
制
大
学
第
一
回
）8
月
3
1
日
、
医
学
部
長
事
務
取
扱
影
浦
尚
視
、
医
学
部
長
に
補
せ
ら
れ
る
。
n
月
－
日
、
長
崎
大
学
開
校
式
を
経
済
学
部
に
お
い
て
行
な
う
。
当
年
度
中
、
附
属
病
院
結
核
病
棟
（
二
五
八
坪
余
）
、
精
神
科
病
棟
（
三
四
七
坪
余
）
、
汽
罐
場
な
ど
の
復
旧
補
修
工
事
を
竣
る
。
1
月
5
日
、
長
崎
大
学
学
報
を
発
刊
。
3
月
2
日
、
長
崎
高
等
学
校
、
最
後
の
卒
業
式
を
挙
行
、
同
月
3
1
日
、
同
校
廃
止
、
高
瀬
清
、
同
校
校
長
の
兼
任
を
免
ぜ
ら
れ
、
同
校
教
授
森
達
雄
、
他
五
名
は
附
属
薬
学
専
門
部
教
授
に
配
置
替
。
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録
㈲
長
崎
医
学
略
年
表
昭
和
26
年
（
一
九
五
一
）
4
月
ユ
日
、
高
瀬
清
、
長
崎
医
科
大
学
長
を
辞
し
、
影
浦
尚
視
＾
後
任
。
叉
、
長
崎
大
学
薬
学
部
教
授
一
番
瀬
尚
及
び
同
学
部
助
教
授
河
野
喜
美
彦
等
は
、
附
属
薬
学
専
門
部
教
授
に
併
任
を
命
ぜ
ら
れ
、
一
般
教
養
課
程
関
係
の
附
属
薬
学
専
門
部
教
授
二
名
は
学
芸
学
部
教
授
に
、
一
名
は
経
済
学
部
助
教
授
に
配
置
替
と
な
る
。
5
月
－
日
、
長
崎
大
学
学
長
高
瀬
清
は
大
学
大
村
分
校
主
事
を
併
任
（
一
般
教
養
課
程
を
統
合
し
、
大
村
市
に
大
村
分
校
を
設
置
）
。
9
月
13
日
、
医
学
部
事
務
部
は
、
浦
上
の
旧
内
科
病
棟
か
ら
用
地
の
旧
整
形
外
科
病
棟
へ
移
転
。
10
月
2
日
よ
り
6
日
ま
で
の
間
に
、
附
属
病
院
事
務
部
及
び
臨
床
各
教
室
（
附
属
病
院
各
科
）
は
、
昭
和
20
年
秋
以
来
、
仮
寓
し
て
い
た
長
崎
市
興
善
町
一
五
番
地
、
新
興
善
小
学
校
校
舎
よ
り
浦
上
の
坂
本
町
九
三
番
地
、
旧
長
崎
医
科
大
学
附
属
医
院
の
一
部
補
修
の
完
了
を
機
と
し
て
全
科
の
病
室
も
入
院
患
者
の
み
収
容
す
る
こ
と
と
し
、
移
転
、
復
帰
し
た
（
2
日
よ
り
移
転
を
は
じ
め
、
6
日
に
完
了
）
。
従
っ
て
、
興
善
町
一
五
番
地
に
は
附
属
病
院
外
来
診
療
所
の
み
を
残
す
こ
と
に
な
っ
た
が
、
長
崎
大
学
本
部
は
同
月
2
0
日
に
こ
の
興
善
町
の
附
属
病
院
内
の
一
部
に
移
転
し
た
。
n
月
7
日
、
長
崎
大
学
医
学
部
設
置
認
可
申
請
に
対
す
る
医
学
部
実
地
調
査
が
実
施
さ
れ
た
。
　
（
佐
々
木
、
米
魚
川
、
小
池
三
委
員
及
び
小
島
事
務
官
）
12
月
3
1
日
、
附
属
病
院
長
広
瀬
金
之
助
、
院
長
を
辞
し
、
和
泉
成
之
、
後
任
。
当
年
度
中
、
整
形
外
科
病
棟
（
四
五
七
坪
余
）
、
外
科
病
棟
（
八
三
七
坪
余
）
、
産
婦
人
科
病
棟
（
四
四
一
坪
余
）
な
ど
の
復
旧
補
修
工
事
を
竣
る
。
2
月
1
6
日
、
頼
尊
豊
治
、
附
属
図
書
館
長
医
学
部
分
館
長
に
補
せ
ら
れ
る
。
3
月
2
日
、
附
属
薬
学
専
門
部
（
旧
制
）
最
後
の
卒
業
式
（
1
日
に
は
長
崎
師
範
学
校
、
2
日
は
前
記
の
も
の
の
他
に
長
崎
経
済
専
門
学
校
、
8
日
に
は
長
崎
青
年
師
範
学
校
な
ど
、
長
崎
大
学
の
包
括
し
た
旧
制
四
校
が
そ
れ
ぞ
れ
最
後
の
卒
業
式
を
挙
行
）
。
同
月
27
日
、
医
学
部
専
門
課
程
の
選
抜
入
学
試
験
施
行
。
同
月
3
1
日
、
法
律
第
八
四
号
、
国
立
学
校
設
置
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
長
崎
大
学
包
括
四
校
を
廃
止
す
る
（
長
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〃
27
年
（
一
九
五
二
）
崎
師
範
学
校
、
長
崎
経
済
専
門
学
校
、
長
崎
医
科
大
学
附
属
薬
学
専
門
部
、
長
崎
青
年
師
範
学
校
）
。
附
属
厚
生
女
学
部
主
事
三
谷
靖
、
主
事
を
辞
任
。
叉
、
附
属
薬
学
専
門
部
長
川
上
登
喜
二
、
部
長
兼
補
を
免
ぜ
ら
れ
る
。
4
月
1
日
、
諌
早
に
あ
っ
た
附
属
第
二
医
院
は
医
学
部
附
属
病
院
諌
早
分
院
と
改
称
、
和
泉
成
之
は
同
分
院
長
に
兼
補
、
又
、
三
谷
靖
は
附
属
看
護
学
校
長
に
就
任
（
附
属
厚
生
女
学
部
は
同
日
よ
り
附
属
看
護
学
校
と
改
称
）
。
5
月
7
日
、
附
属
看
護
学
校
長
三
谷
靖
、
校
長
を
辞
し
、
後
藤
敏
郎
、
後
任
。
m
月
－
日
、
医
学
部
長
兼
長
崎
医
科
大
学
長
影
浦
尚
視
、
部
長
兼
学
長
を
辞
し
、
和
泉
成
之
、
後
任
。
附
属
病
院
長
兼
諌
早
分
院
長
和
泉
成
之
、
病
院
長
兼
分
院
長
を
辞
し
、
三
谷
靖
、
後
任
。
皿
月
2
5
日
、
長
崎
大
学
本
部
は
、
長
崎
市
興
善
町
一
五
番
地
よ
り
同
町
三
五
番
地
へ
移
転
、
同
月
2
7
日
、
附
属
病
院
外
来
診
療
所
も
、
本
部
の
裏
地
に
移
り
、
新
興
善
小
学
校
は
旧
校
舎
（
興
善
町
一
五
番
地
、
旧
新
興
善
国
民
学
校
校
舎
）
に
復
帰
し
た
。
当
年
度
中
、
看
護
婦
宿
舎
（
二
〇
九
坪
余
）
及
び
附
属
病
院
附
属
建
物
等
の
新
営
工
事
を
竣
え
る
。
4
月
－
日
、
長
崎
医
科
大
学
各
教
授
は
長
崎
大
学
医
学
部
教
授
に
兼
補
。
6
月
6
日
、
長
崎
大
学
長
兼
大
村
分
校
主
事
高
瀬
清
、
願
に
よ
り
免
官
、
学
芸
学
部
長
池
田
晋
吾
、
学
長
兼
大
村
分
校
主
事
事
務
取
扱
を
命
ぜ
ら
れ
る
。
7
月
－
日
、
山
田
マ
ツ
エ
を
文
部
技
官
に
任
命
、
附
属
病
院
看
護
婦
長
に
任
ず
。
同
月
1
4
日
、
基
礎
医
学
教
室
の
一
部
竣
工
に
ょ
り
、
医
学
部
事
務
部
の
一
部
、
部
長
室
、
事
務
長
室
、
庶
務
係
、
会
計
係
を
新
校
舎
に
移
転
。
8
月
1
5
日
、
教
授
松
岡
茂
（
日
本
学
術
会
議
I
C
S
U
研
究
連
絡
委
員
）
、
　
原
子
爆
弾
に
よ
る
人
脳
の
変
化
及
び
神
経
病
理
学
の
諸
問
題
に
つ
い
て
、
　
連
絡
打
合
せ
の
た
め
、
　
イ
タ
リ
ア
．
ア
メ
リ
カ
両
国
に
出
張
を
命
ぜ
ら
れ
る
（
9
月
6
日
よ
り
1
0
月
B
日
ま
で
）
。
n
月
13
日
、
国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
に
ょ
り
、
本
学
の
定
員
一
二
二
九
名
と
な
る
。
11
月
6
日
、
教
授
佐
藤
純
一
郎
、
台
湾
猿
の
解
剖
学
研
究
の
た
め
、
中
華
民
国
へ
出
張
を
命
ぜ
ら
れ
る
（
1
2
月
－
日
よ
り
翌
年
3
月
3
1
日
ま
で
）
。
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録
画
長
崎
医
学
略
年
表
昭
和
2
8
〃
年
（
一
九
五
三
）
29
年
（
一
九
五
四
）
11
月
1
8
日
、
大
学
長
兼
大
村
分
校
主
事
事
務
取
扱
池
田
晋
吾
、
学
長
兼
分
校
長
を
辞
し
、
元
長
崎
医
科
大
学
長
、
前
佐
世
保
市
民
病
院
長
古
屋
野
宏
平
、
文
部
教
官
に
採
用
せ
ら
れ
、
長
崎
大
学
長
兼
大
村
分
校
長
主
事
に
補
せ
ら
れ
る
。
叉
、
古
屋
野
宏
平
、
長
崎
大
学
商
業
短
期
大
学
長
を
併
任
。
12
月
3
1
日
、
附
属
病
院
長
三
谷
靖
、
院
長
を
辞
任
。
当
年
度
中
、
基
礎
医
学
教
室
第
一
棟
の
一
部
（
一
…
二
坪
余
）
、
　
附
属
病
院
中
央
廊
下
（
五
三
三
坪
余
）
の
新
営
工
事
を
竣
り
、
精
神
科
病
棟
に
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
取
付
工
事
な
ど
を
竣
る
。
1
月
1
日
、
辻
村
秀
夫
、
附
属
病
院
長
兼
諌
早
分
院
長
を
兼
任
。
3
月
m
日
、
新
制
長
崎
大
学
第
一
回
卒
業
式
。
同
月
2
6
日
、
国
立
学
校
設
置
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
北
海
道
大
学
な
ど
＝
，
一
校
に
大
学
院
設
置
。
同
月
3
1
日
、
医
学
部
長
兼
長
崎
医
科
大
学
長
和
泉
成
之
、
部
長
兼
医
科
大
学
長
を
辞
任
。
4
月
1
目
、
省
令
第
九
号
、
学
位
規
則
を
制
定
。
同
日
、
北
村
精
一
、
医
学
部
長
兼
医
科
大
学
長
を
併
任
。
同
月
1
7
日
、
長
崎
大
学
名
誉
教
授
授
与
規
程
を
定
め
る
。
同
月
3
0
日
、
頼
尊
豊
治
、
附
属
図
書
館
医
学
部
分
館
長
を
辞
任
。
5
月
1
日
、
友
永
得
郎
、
後
任
分
館
長
と
な
る
。
当
月
中
、
附
属
病
院
外
来
本
館
に
あ
っ
た
基
礎
医
学
教
室
の
う
ち
、
両
生
理
学
教
室
及
び
医
学
部
事
務
部
は
新
営
第
一
棟
に
移
転
。
同
月
1
0
日
、
北
ア
メ
リ
カ
、
、
・
・
シ
ガ
ソ
長
老
教
会
よ
り
医
学
図
書
四
六
冊
受
贈
。
6
月
－
日
、
清
水
由
隆
、
浅
野
金
兵
衛
、
平
井
金
三
郎
、
緒
方
大
象
、
古
屋
野
宏
平
、
国
友
鼎
、
高
瀬
清
（
浅
野
金
兵
衛
元
長
崎
経
済
専
門
学
校
教
授
以
外
は
す
べ
て
本
学
関
係
）
に
長
崎
大
学
名
誉
教
授
の
称
号
を
授
与
。
同
月
2
6
日
、
長
崎
大
学
評
議
会
規
程
を
定
め
る
。
7
月
1
日
、
長
崎
大
学
学
部
長
選
考
基
準
を
定
め
る
。
H
月
3
目
、
教
授
北
村
精
一
及
び
風
土
病
研
究
所
助
教
授
片
峰
大
助
の
フ
ィ
ラ
リ
ア
に
関
す
る
業
績
に
対
し
、
第
一
二
回
西
目
本
文
化
賞
受
賞
。
1
月
1
目
、
佐
藤
謙
助
、
医
科
大
学
教
授
に
任
ぜ
ら
れ
、
第
二
生
理
学
教
室
開
講
。
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同
月
6
日
、
故
田
代
規
矩
雄
（
大
正
七
年
、
長
崎
医
学
専
門
学
校
卒
、
ロ
サ
ソ
ゼ
ル
ス
に
お
い
て
開
業
）
よ
り
医
学
図
書
三
〇
二
冊
及
び
雑
誌
二
四
七
六
部
を
受
贈
。
1
月
a
日
、
大
学
長
兼
大
村
分
校
主
事
古
屋
野
宏
平
、
分
校
主
事
を
辞
任
。
2
月
－
日
、
安
中
正
哉
、
後
任
分
校
主
事
を
併
任
。
3
月
6
日
、
長
崎
医
科
大
学
第
二
九
回
（
旧
制
最
後
）
卒
業
式
。
同
月
1
9
日
、
教
授
等
の
停
年
に
関
す
る
内
規
を
定
め
る
。
同
月
2
0
目
、
名
誉
教
授
清
水
由
隆
、
病
殻
。
同
月
3
1
日
、
医
学
部
長
兼
医
科
大
学
長
北
村
精
一
、
附
属
病
院
長
兼
附
属
病
院
諌
早
分
院
長
辻
村
秀
夫
、
大
村
分
校
主
事
安
中
正
哉
、
附
属
図
書
館
長
友
永
得
郎
、
風
土
病
研
究
所
長
登
倉
登
、
そ
れ
ぞ
れ
併
任
を
解
除
。
4
月
1
日
、
相
沢
竜
、
長
崎
医
科
大
学
教
授
に
任
ぜ
ら
れ
、
公
衆
衛
生
学
教
室
開
講
。
同
日
、
北
村
精
一
は
医
学
部
長
兼
医
科
大
学
長
に
、
辻
村
秀
夫
は
附
属
病
院
長
兼
諌
早
分
院
長
に
、
登
倉
登
は
風
土
病
研
究
所
長
に
、
安
中
正
哉
は
長
崎
大
学
分
校
主
事
（
大
村
分
校
は
長
崎
大
学
分
校
と
改
称
）
に
、
友
永
得
郎
は
附
属
図
書
館
長
兼
医
学
部
分
館
長
に
そ
れ
ぞ
れ
併
任
。
叉
、
附
属
看
護
学
校
長
後
藤
敏
郎
は
一
且
、
併
任
を
解
か
れ
、
同
日
、
再
び
併
任
を
命
ぜ
ら
れ
る
。
同
日
、
長
崎
医
科
大
学
教
授
は
殆
ん
ど
す
べ
て
長
崎
大
学
（
医
学
部
）
教
授
に
配
置
替
と
な
り
、
医
科
大
学
教
授
を
併
任
（
任
期
日
3
1
年
3
月
3
1
日
ま
で
）
と
な
る
。
そ
の
う
ち
、
登
倉
登
、
大
森
南
三
郎
は
長
崎
大
学
（
風
土
病
研
究
所
）
教
授
に
配
置
替
。
同
月
6
日
、
第
二
四
回
日
本
衛
生
学
会
総
会
を
活
水
女
子
短
期
大
学
に
お
い
て
開
催
。
同
月
1
0
日
、
大
村
分
校
は
長
崎
市
大
橋
町
二
〇
〇
番
地
に
移
転
、
長
崎
大
学
分
校
と
な
る
。
同
月
2
6
日
、
医
学
部
基
礎
医
学
教
室
建
設
第
二
次
工
事
竣
り
、
検
査
を
施
行
（
第
一
棟
、
鉄
筋
コ
ソ
ク
リ
ー
ト
三
階
建
、
延
九
〇
〇
坪
余
が
竣
り
、
事
務
部
、
生
理
学
第
一
、
第
二
両
教
室
が
あ
り
、
1
0
月
に
生
化
学
薬
理
学
両
教
室
が
移
転
）
。
　
同
月
B
目
、
日
本
医
学
放
射
線
学
会
第
一
六
回
九
州
地
方
会
を
附
属
病
院
北
講
堂
に
お
い
て
開
き
、
同
月
3
0
日
、
第
四
．
回
日
本
産
婦
人
科
学
会
九
州
地
方
学
会
を
三
菱
会
館
に
お
い
て
開
催
。
6
月
15
日
、
教
授
影
浦
尚
視
（
内
科
第
二
教
室
）
辞
任
し
、
長
崎
大
学
名
誉
教
授
の
称
号
を
授
与
。
長
崎
大
学
教
授
会
通
則
を
定
め
る
。
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四
長
崎
医
学
略
年
表
昭
和
3
0
年
（
一
九
五
五
）
8
月
1
7
日
、
文
部
省
在
外
研
究
員
と
な
っ
た
教
授
中
沢
与
四
郎
、
薬
理
学
特
に
賦
形
薬
研
究
の
た
め
、
三
ヶ
月
問
、
北
ア
メ
リ
カ
、
西
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ソ
ス
な
ど
を
視
察
の
た
め
出
発
。
同
目
、
東
京
大
学
名
誉
教
授
都
築
正
男
、
広
島
A
B
C
C
研
究
所
長
ホ
ー
ム
ス
博
士
及
び
前
所
長
力
ー
ネ
ル
博
士
と
来
学
、
医
学
部
講
堂
に
お
い
て
水
爆
傷
害
に
関
す
る
講
演
を
行
な
う
。
10
月
2
4
日
、
第
四
回
目
本
衛
生
動
物
学
会
、
第
七
回
日
本
寄
生
虫
学
会
の
南
日
本
支
部
大
会
を
附
属
病
院
北
講
堂
に
お
い
て
開
催
。
11
月
2
6
日
、
長
崎
大
学
教
員
選
考
基
準
を
定
め
る
。
　
同
日
、
調
来
助
、
ア
メ
リ
ヵ
政
府
の
招
請
で
渡
米
決
定
。
（
3
0
年
2
月
B
日
よ
り
6
月
2
1
日
ま
で
）
同
月
2
7
日
、
第
三
〇
回
長
崎
医
学
会
総
会
を
北
講
堂
及
び
中
講
堂
に
お
い
て
開
催
。
－
月
－
日
、
附
属
病
院
長
兼
諌
早
分
院
長
辻
村
秀
夫
、
病
院
長
兼
分
院
長
を
辞
し
、
和
泉
成
之
、
後
任
。
2
月
5
日
、
原
爆
被
害
調
査
協
議
会
を
設
く
。
同
月
13
日
、
医
学
部
大
学
院
設
置
に
つ
い
て
、
東
京
学
芸
大
学
長
木
下
一
雄
が
来
学
、
視
察
。
3
月
2
7
日
、
助
教
授
（
内
科
第
二
）
朝
長
正
允
、
ア
メ
リ
カ
政
府
の
招
請
に
よ
り
、
3
ケ
月
間
、
渡
来
。
4
月
－
日
、
医
学
部
長
兼
医
科
大
学
長
北
村
精
一
、
再
選
。
同
日
、
基
礎
医
学
教
室
第
二
棟
の
一
部
竣
工
し
、
細
菌
学
、
衛
生
学
、
公
衆
衛
生
学
及
び
法
医
学
教
室
を
附
属
病
院
外
来
本
館
よ
り
移
転
。
同
月
U
日
、
ド
イ
ツ
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
者
（
生
化
学
）
ブ
テ
ナ
ン
ト
博
士
が
来
学
。
5
月
1
日
、
附
属
看
護
学
校
長
後
藤
敏
郎
、
校
長
を
辞
し
、
横
田
素
一
郎
、
後
任
。
7
月
1
日
、
法
律
第
四
四
号
、
国
立
学
校
設
置
法
の
一
部
改
正
、
政
令
第
一
〇
六
号
、
政
令
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
本
学
部
に
大
学
院
を
置
か
れ
、
長
崎
大
学
医
学
研
究
科
と
称
す
る
こ
と
と
な
る
。
そ
し
て
、
医
学
部
教
授
は
大
学
院
医
学
研
究
科
課
程
を
担
当
。
叉
、
国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
文
部
省
令
第
二
二
号
）
に
よ
り
、
医
学
部
に
附
属
助
産
婦
学
校
が
設
置
さ
れ
る
。
同
日
、
国
立
学
校
の
講
座
に
関
す
る
省
令
が
定
ま
る
08
月
3
目
、
文
部
省
告
示
第
八
一
号
に
よ
り
、
本
学
医
学
研
究
科
に
新
た
に
置
く
専
攻
科
名
称
及
び
課
程
は
、
生
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四
理
系
、
病
理
系
、
社
会
医
学
系
、
内
科
系
、
外
科
系
（
各
博
士
課
程
）
と
さ
れ
る
。
同
月
9
日
、
原
爆
犠
牲
者
追
徐
会
十
周
忌
を
挙
行
、
旧
医
科
大
学
門
柱
の
保
存
除
幕
式
。
同
月
3
1
日
、
助
教
授
岳
中
典
男
、
イ
リ
ノ
イ
大
学
に
薬
理
学
及
び
食
品
化
学
研
究
の
た
め
渡
米
（
一
年
間
）
。
10
月
3
日
、
日
本
学
術
会
議
、
原
爆
調
査
研
究
班
第
七
回
会
議
を
医
学
部
会
議
室
に
お
い
て
開
催
。
同
月
2
2
日
、
第
五
五
回
九
州
医
師
会
医
学
会
総
会
を
長
崎
市
に
お
い
て
開
催
（
会
長
、
高
尾
克
己
）
。
同
日
、
第
七
回
西
日
本
皮
膚
泌
尿
器
科
連
合
地
方
会
、
日
本
癩
学
会
の
第
四
回
西
部
地
方
会
を
長
崎
大
学
経
済
学
部
に
お
い
て
開
く
。
同
月
24
日
、
長
崎
大
学
本
部
は
、
長
崎
市
大
橋
町
二
〇
〇
番
地
に
移
転
。
当
年
度
中
よ
り
基
礎
医
学
教
室
第
三
棟
（
約
一
〇
〇
〇
坪
）
の
新
営
工
事
開
始
。
2
月
－
日
、
長
崎
大
学
分
校
主
事
安
中
正
哉
、
主
事
再
任
。
同
月
2
9
日
、
附
属
図
書
館
長
兼
医
学
部
分
館
長
友
永
得
郎
、
図
書
館
長
の
併
任
を
辞
す
。
3
月
2
0
日
、
附
属
看
護
学
校
第
六
回
卒
業
式
、
附
属
助
産
婦
学
校
第
一
回
卒
業
式
を
挙
行
。
4
月
3
日
、
日
本
法
医
学
会
を
開
催
。
7
月
2
0
日
、
名
誉
教
授
緒
方
大
象
、
病
殻
。
9
月
－
日
、
風
土
病
研
究
所
長
登
倉
登
、
所
長
再
任
。
同
月
2
1
日
、
国
際
遺
伝
学
会
出
席
の
た
め
来
日
中
の
プ
ル
ー
（
生
物
学
）
、
ス
タ
ー
ン
（
動
物
学
）
、
ミ
ュ
ン
チ
ン
グ
（
植
物
学
）
の
三
教
授
、
来
学
。
10
月
1
2
日
、
古
屋
野
宏
平
、
長
崎
大
学
長
に
再
選
（
H
月
1
8
日
、
任
用
更
新
）
。
U
月
2
日
、
薬
学
部
創
立
六
六
周
年
記
念
行
事
を
行
な
う
。
同
月
3
日
、
学
長
古
屋
野
宏
平
、
長
崎
日
日
新
聞
文
化
賞
受
賞
。
1
月
1
日
、
附
属
病
院
長
兼
諌
早
分
院
長
和
泉
成
之
、
病
院
長
兼
分
院
長
に
再
任
。
同
月
M
日
、
名
誉
教
授
国
友
鼎
、
病
残
。
同
月
飢
日
、
教
授
佐
藤
純
一
郎
、
西
ド
イ
ツ
及
び
中
華
民
国
に
お
い
て
解
剖
学
研
究
の
た
め
渡
欧
（
在
外
研
究
員
と
し
て
約
一
年
間
）
。
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崎
医
学
略
年
表
4
月
－
日
、
医
学
部
長
兼
医
科
大
学
長
北
村
精
一
、
学
部
長
兼
医
科
大
学
長
を
併
任
（
三
選
）
。
国
立
大
学
の
講
座
に
関
す
る
省
令
（
昭
和
2
9
年
、
文
部
省
令
、
第
二
三
号
）
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
本
学
部
に
医
動
物
学
の
講
座
設
置
さ
れ
る
。
5
月
－
日
、
附
属
看
護
学
校
長
横
田
素
一
郎
、
校
長
を
辞
し
、
教
授
仁
志
川
種
雄
、
後
任
。
6
月
2
0
日
、
助
教
授
松
田
源
治
、
在
外
研
究
員
と
し
て
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
工
科
大
学
に
生
化
学
研
究
の
た
め
渡
米
（
約
二
年
間
）
。
7
月
－
日
、
教
授
三
谷
靖
、
附
属
助
産
婦
学
校
長
を
併
任
。
同
月
2
5
日
、
諌
早
市
に
水
害
あ
り
、
諌
早
分
院
、
風
土
病
研
究
所
、
大
学
官
舎
な
ど
殆
ん
ど
全
滅
。
同
月
3
1
日
、
諌
早
分
院
の
診
察
を
再
開
。
8
月
8
日
、
文
部
大
臣
松
永
東
、
来
崎
し
、
諌
早
の
風
土
病
研
究
所
、
附
属
病
院
諌
早
分
院
の
水
害
に
ょ
る
被
害
状
況
を
視
察
。
同
月
1
1
日
、
教
授
佐
藤
謙
助
、
フ
ル
ブ
ラ
イ
ト
交
換
教
授
と
し
て
十
ヶ
月
間
、
ノ
ー
ス
ウ
ェ
ス
タ
ソ
大
学
で
、
生
体
に
お
け
る
自
己
調
節
機
能
に
関
す
る
研
究
を
行
な
う
。
11
月
1
2
日
、
長
崎
大
学
医
学
部
創
立
百
年
を
記
念
し
、
西
洋
医
学
教
育
発
祥
百
年
記
念
会
及
び
長
崎
大
学
医
学
部
創
立
百
周
年
記
念
会
の
式
典
そ
の
他
を
挙
行
。
補
記
。
長
崎
医
学
略
年
表
は
、
最
初
、
松
田
源
治
助
教
授
が
担
当
さ
れ
て
い
た
が
、
渡
米
の
た
め
、
完
成
を
み
る
に
至
ら
ず
、
そ
の
後
、
小
池
博
、
西
村
敏
雄
両
氏
の
加
筆
を
以
て
、
漸
く
形
を
整
え
た
。
そ
し
て
、
更
に
北
村
精
一
教
授
の
監
修
を
経
て
、
編
集
部
に
廻
さ
れ
て
来
た
が
、
頁
の
都
合
及
び
編
集
の
立
場
か
ら
、
稿
を
改
め
た
。
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